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北海逝立水産駅験鳩報告 第22号 ト5 昭和55年3月

雌雄同体のエゾバフンウニ*

田嶋健一郎 ･富田恭司
(北海iE止稚内水産拭簾鳩)

HermaphrodHlSm ln a Sea Urchm,

SlrongyLocenlrolus mlermedluS

Ken-1ChlroTAJIMAand KyoJ)ToMTTA

(Ho山mdoWa以anaLF'ŜerLeSE叩e''meTltalSLaL10九)

OnlylⅥohermaphrodlLLCmd■vldualsoLa sea urchln.S17･Ongylocent'OtyS lnEermed川S.

≠･erefoundaTnOrtg1.352speclmenscoHecLedtodeterTTtlnetheseasoTlalreproductLVeCycleor

thear'■TT-altnnoTLhernHokkaldo Or'ewasfoundamong1.069specLTT-ertSaLRebuTILsland The

other"asfoundart.Orlg283specJmenSatSoya.WakkanaLCLlySLarLdardhlStOlog.caltechmques

were used 10P,epare Sta'ned sectLOnOrgonadsfordetaIIedrnICrOSCOp】CeXam】natlOn Each

gonadcontalnedfema)eandTTtalefraCtl0nS.beLngTna■ntyrema)e

ウニ排は本来雌雄異体であり,まれではあるがこれまで(:雌雄同体呪射 土価々報告されている｡しかし.

slronggIocenLmLusでこの現象はSd'oebacArenm l).slran= C¢nus2).spurptm EtLS2)3) で報告

があるもののエ1/バフンウニSLnLe'medJtLJl:ついては報告がか ､｡

IjE古らは1973年以降.北海道北部泊榊 こ生息する工./バフンウニの生輔周柑=こついて組織学的研究を行っ

てきたが一㌧ その過矧二おいて伐維同体現収をt晒 したのでここに報告する｡

方 法

雌雄同体のエノバ7ンウニを採集した場所をFlglに示した｡材料はスキュー′く潜水E:よって採集し.凝

荏.全盃凪 生殖炎gi且を測定後,ただちに生殖鵜を7'7/の液で固志した.切片は過,Wのパラフィン法に

より厚さ5-9小二作り.ハイチ/ハインの鉄ヘマトキシリンとライトグリーンの二iri姶色をほどこし,組

織亨的税額を行ったD生殖巣の成熟度区分はFuJlS)によった｡

結 果

深度LI=雌維剛本のエソバフ/ウニの穀径.全盛且.生殖巣東風をTablelに示した｡

礼文島で雌雄同体のエ/パフンウニが採集されたのは8Flであり,この個体は解剖時に同一の生殖炎より

同時に成熟卵と相子とがあふれ..L1.で,肉眼的に雌雄同体であることが明らかであった｡組織学的胡蝶による

と雌性部分が大}I'-･を占れ 雄性部分をとりかこんでいた (Plate1-A;｡雌性部分の小のうではLトじイ寸近に

多数の成熟卵が,′トのラ堂付近には卵母細胞が見られ.同一小のうl大日二相+等は批察されなかった(PLatel

+儒文辞号 A97(1980年1月19El受理)



2 E】鳴健一郎 .古田寿司

141● 142● 143●E

FIg I MAPoLm)rthernHokhLdoshowlngPOSLtl0nSOHocAllt】eS&tWhlChherITlaPhrodltlCSea

urchlnSWeretAken.

Tab一e1 SLrongyLoHnLroh'stnEe'77LedJt'S.Me&surerTlenlSOhwohern叩hLLCd'LICSeAurchins.

Locallty DateofCollect)on
Testdlameter Totalwelght Gonadwelght

(cm) k) k)

Rebunls Augll.1973 58 761 164

Soya Åug13,1975 50 568 54

-a)｡また雄性部分では小のう内に頼子.梢細胞.梢母細胞が収棄され/=ものの,成姓卵および卵母細胞

は税額されなかった (Plate1-C)｡このfyl本の生触tの成熟段階は雌性部分.雄性部分とも成熟後期T･あ

った｡

宗谷で仕雄同体のエゾバフンウニが探Jtされ/=のも8月であり.この個体は解剖時に若干の絹+がにL:み

出てきて肉眼的に雄と判断された｡しかし阻特筆的税額によると雄性部分は-軌 こ見られる/='けで,大半は

Jt性部分で占められていた (Pl■tel-D)｡Jt性部分は回復期 (PhLel-E).姓佳部分は成欺前期(PlA-

Le1-F)であっ/=｡

考 ♯

BooLOOTlAN & MooRE.2)はウニ畑のd碓同体現象を1個体のウニのそれぞれの生殖JEが卵巣と捕兼よ



雌雄同体のエゾバフンウニ 3

(=分かれているタイプと. 1億の生息jtにJIと雄の部分が求在する卯村井タイプとに大別している｡著者ら

が今回収やLr=個体はいずれも後者に賞していた｡礼文島で探逃した個体はdt性部分,雄性部分とも成熟後

期であり.8円に同地で見らtlるエソパフ/ウニ一)としてははぼ正常を成熟段階にあろものとFSわれるC一

力宗谷で作並Lr.:個体の雄性部分は回復糊であり,卵母細胞は小さくその政も少なかった｡また雄性部分は

成熟前期であり.小のう望付近での城外分封は消光であるが,小のうの中心付近には相子が少なかった｡宗

谷でこのような成熟段桁[=ある個体は王に2-3月頃槻寮され4),8剛二同地で見られるエ･/パフンウニと

してはやや異常であった｡

ウニ類の雌雄同体現象はまれなことである｡f=とえはEclMt'JeJeL(Le'LIIJJT･はr.)3.000偶作のうら1偶

作 6).ArbaczaptH7CL山 Ldでは2.359f即事のうち1個休 7).ぁるいはな千個体のうちl個体S).s pLLrPtLr-

oLLIJでは1.354個体のうち2個体3)の雌雄同体のウニが見出されていることが報告されている.-方Moo-

REeLoL 9)はL.yLeeAmLH OaM ea加 では椎ウニの時期に共洪低温下にあった群で1,735個体のうち131

偶作と政多くの雌雄同作のウニが根葉されたことを#吉している｡さらにMooREeJaL10)はTr'pneMtes

eJCVIenh川T･も異常低温の冬に兼成熟期であったq･-･鍛群で仕堆同体現象は一般的でf)ると報告しており.dt

碓同体現象の出現は低水温にrLg係があるとしている｡FuJIS)はエ･/パフンウニとキタムラサキウニSnudyJ

の生殖兼の成熟過程の研究を行い.両種あわせて約1.500個体を拙寮したが錐雄同体現象は判寮されなかっ

たと報告している｡著者らの場合礼文島では1973年6円から1978年7月までに批解した1,069個体のうち1

偶作,また宗谷では1974年10月から1975年11月までに拙察した283個体のうち1個(6の仕堆同体のエ/バフ

ンウニが見出され/=｡著者らはその後さらに礼文畠.稚内市で故百個体のエ′パフンウニの生頼兼を扱専し

ているが.この2個体以外にAE姓同体の個体は見出されていない｡

今回税額した雄雄同体現象がどのようなことに起因したのか明らかにできなかっf=が,エゾバフ/ウニで

は雌雄同】体ER良が非肺にまれであることが推察され/=｡

辛 的

礼文島と棟内市宗谷とで 1個体fつ杜維同作のエゾバフンウニを採集し紙雑草的槻索を行った｡これらは

2個体とt,1個の生殖兼に雌性部分と雄性部分とが混在するが.1-171石が大半を占め後者をとりかこんでいた.

これらの雌雄同体のエゾバフ/ウニは札文鳥で1.069個体批解したうち1個体,宗谷で283個体批辞したう

ち1個体見出された｡
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PlateI SL'071gyLoce771roh=nleTmedttLS (A)PhotomlCrOgraphofthesectlOnShowLngtwo

areasotovarlanardLeSLICu)arlobules.FromReburllslar止 ×20. (B)OvarLanlobules

mthesamesecLtonasabove.×65. (C)TestlCularlobu)eslnthesamesectlOn85

&bove.×65. (D)PhoLOmLCrOgraPhofthesect】onshowngtwoareasofov&rLan8md

LeStlCUhrlobu】es,tromSoy8.×40. (E)Ovar18nlobuLes】ntheSameSeCtlOnaSALDVe

x150 (F)TestlCuhrlobuLelnthesamesecLLOllaS8bve.×150.

Oc-oocyte;Ov- ovum,Sc=spcrmaLOCyte.ST-sl治rmatld;Sz-sperm且LOZ0011



北海iti立水確拭験鳩報告 第22号 7116 昭和55年3月

リシリコンプの成熟と胞子体発芽数の

周年変動及び日周変動●

新原苑昭 ･名二脚進一 ･松谷 実‥ ･武井文雄
(北海道立維内水姥淡駿糊 1(利尻地区水産禎術潜及指導所)

Maturity,seasonalanddlurnalvarlatIOl10foccurrence sproutillg

sporophytesillLamlnarlaノaPOnlCaVar.OChotensISOKAMURA

YoshlaklNlTHARA,SlllnllChlNABATA,MLnOruMATSUYAHandFumioTAl(El

(FlokkaldoWakka7m'F'she7LeSEFPe'me7lEaLSLaLLOn)(RISlm rlShe,y丘Iens▲onO〝ACe)

Tof"-da､vAytOOVerCOmC8-日rregulara■-nualy'eld,whlCllllaSbeentllC一argestFaultlnLa7'lト

naTtaJaPOn一CaγarOĈoLeT)SIS】nnOrther･lHokkaLdo.Westudledthe ferLLLe sc8SO■-OfSFX)r8nglaL

son,seasonala･.dthedJurnalvar】aLLOl10rSP】Outlng5POrOphytes ofthe specLeSAtMISakL,R■sll】r)

Is)and.durlngtheperiodfrom Scplembe11976tllrOughAprH1979 ThcresultsObt且■1-edaresumm8-

rlZed8Sfollows

lOnI-year-oldplantsL'-Slullo､Yareas.thesF氾rang'aEsorlappeared from ear)y Septernbcr

throughtllCfollowmgAprl1WILIIA PeakLnrrHd-OcLobcro'･川INovember They8PPCa)edbetweenlate

JuLyLh･oughhleNovemtxerOna2-year-oldp)allt. Thcplanlslnthedeepezareasmaturedonce8

yearLnaLILumn.

2T､Voseasonalpeakscouldbefould"lthesplouい-lbTSPOIOphytes TherLrStF加kwasround

durlrlglllcm8LUrePerLOdofbotll1-yeararLd2-year101dp1811tS. bcl､veer10CLOberandDcccmber TIle

secondpeak､V85seenbeLwccnMarcI=1-】oughMay,I-め､VeVCl, theamou-1tOrthLSOccurrenceSeemed

tobcsman.atN)Ut10% orlhcFormer. 11､epelIOdorllleSCPeakswereusuallyc1-8ngeabLeTorlhc

yCal

3The7-00SPOrCSWereUndersl00dtobcsheddngdurlngn'gIll,aElersurlSela-1dbero■esup-■lSe.

onthebaSISOftwoobservatlorlSLntheautumn.

4.AcrociaetILr7nSp.abundaIltLyocc川reddurLngSpZOutngSe8SO■-OftheLamiTmrLC.

ま え が き

北海道の日本海沿J剤ヒ部からオホ- ノク海沼W にかけて分布するリ./リコン7' (Lammana JaPOnlCa

varOChoEensISOF(AMURA,.は.北海道南部‖ニおけるマコンブ (i JaPO7MaARESCHOUC)に次ぐ並-9-

を確菜種である｡iF榊公権兄は過去10畔の平y;)で約2,500ト/であって.変動率は約40%の1,000トンと計井

さhるOさらに,その上質生姥地に当たる利伏臥札文鳥などでは60%から65%という変動率とそるので.
従丸 この高い当三速変動が本鰍 こ関する叔大の側蛸として注Elされてき/=｡この豊凶の原因を解明し.安Iii:

'経文解i=j A98 (19801I-1H19日･安Lq)
HJR鰍嗣 ヒ瓢地Li水剤 ifI･T沖及指1.g所



8 新原卿 Ei.名畑遡- ･松谷 実 武井文雄

した生産をはかるための研究は多数みられるが.中でもコンプノネクイムシ (Celn一naJaPOn■Ca STEPH-

ENSEN)によるリンリコ/7'の減耗を指摘 した木下 (1947).蒲原 日962).1)シリコンプの生活史の概

要をHJIちかにして生産変動の大 きさを知る/=めのLill軌 .7.を探起した阪井はか(1967),リンリコンプを生育

段階別に分け.各段附に及ぼす水温と口絹条件の影JBから豊凶の予測を拭みたEfr沢(1970),あるいはリ./リ

コノブの凍結による嬢餌.水深別の出札臥 他海淡との鳩の競争劉 二ついて述べた金子 新原 (1977)など

があるD

筆者らはリンリコンプの胞1一体の出現についての税寮を発芽の初期から行うことにより,その日周期性や

季節作との関連から本棟の.fI.質に関するnFJ也や生産の年変動について推'ikllJ.来ると考え.人工益軒を用いて

粥査を実施した｡まr=,野外の胞子体の子のう錐の形成状況を季節別.深度別に記録してきた｡JAL在までの

調査から,野外の伐所に生育する胞 (一作はほとんど1年中,子のう兜を右し,春季の短糊抑 こそれが失せる

こと.遊走1-のIm生.発芽は柳は=まか (1971)が紋別のリンリコンプで推韓したのと同様に秋から171冬と春

との2群があること.ET周期性についてみると,遊走子は接rlJlに放.lil.される傾向がある.等がEIJ川窪になった
ので穀常する｡

ここに本絹の相川をいただいた北海退* Fl.水産学部の斉藤稚博七に感謝の意を表すとともに.銅盤にご協

力を賜わった日高西部地区水産禎術部即 日ヰ所の液辺両氏.仙法志漁具協同組合職fl各臥 また同組合の組

合EIFll僚船-Jjt等に厚く御礼を申しJ_-げる｡

方 法

淡軌 也は利尻島の丑繭軌 二位故する利尻Fr仙法志字御崎である (F唱.1)｡子のう蝕形成調査の材料はス

キュー′く湖水で025m℡のIJi形枠を用いて探躯した｡糞始コン7'の7-のう斑形成調査はju岸約300m,水深30m

の所で行っていた延縄式兼触 (乗組水深約 5m)のものを使用した｡コノブの胞子体の探射 ま水深 05mの

地点から故fBIの玉石を探兆し.25QT12の方形枠をFllいて行なった｡放出され/=遊走(-q･を探凍するに当っては

I早さ2mmの透明な7クリル樹脂板をスライドガラスの人きさ (75×25mm)にg)り,ラワン材(100×90×15■Ⅶ)

に2枚か3枚を真 ちゅうくぎで固定したものを探炎器としてmいた (F】g2-a). 脂+体発芽数の周年変動

を知るためには,水深約1.5mの岩礁地帯の湾入,Wにおいて.上記採頚器を平均水深03m,0.5m及びImに

放言だしたOこの採施掛土1976年10月から1979年LIF)まで･適宜交換 Lr.:Cまた,胞子体発芽政の日周変動を知

るために.1978年10F=117-18日と11月14-15日に剛 也点で.E7出時にあ(.:る6時を基準に.6時間FuJ絹で4

臥 採集器の交換を行なった (FIE.21b)｡

これら採集器の7クリル樹指板は容且300m】の服市シャーレに入れ.ESI梢養液 (TATEWAKI,1966)を

含む滅菌海水で水温10●C.照度2,500ー3,OCOLux, EIFl卿14時間の白色蛍光灯肘明の条件下で培養を行なっf=｡
増発開始1か月及び3か月後にコン1の胞子体を扱えてそれを発芽致とし.さらにコノ7'以外の海謀の被度

はガラス目組版 (5×5rTyTT目盛)を使用して測った｡をお.コンプの同定には阪井 ･中津 (1966)のプ)'汝で

メチルブルーの7JL,コ-ル溶瀬で粘渦促通を娘色して行合った｡表面水弧は毎日1回,同地先で測った｡日出･

□没時刻.潮汐掛 ま稚内地方気象台の資料を川いた｡

結 果 と 考 察

7.子のう斑の形成_

深さ0.5mの1年Elコンプは9HL/ElJから子のう斑をつけはじめ.10月中旬になれば人多故の個体に形成

古れる (TAble I)｡ このコンプは秋の再生脚以後には.体上部の旧薬部に了のう頻を鎖して生長するoこ

の旧套部に-tのうglが認められなくなるのは翌春の314J;Iである｡一九 Z年目コンプでは.7月下旬
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儒

.ll1SAKI

F:rg I- AmapsTbWlngthe loα 110nOIM■sAkI.RLShlriIsh■止

(a) (b)

〒= とこ=r ｢
F'g2 Theco"ccLorw】thacrylLC-PhtesusedTore池mlnat.On

(a) AcoHectorwLthtwoacrylLC-Plates

(b) AcollecLOrSetuPfortl-estLJdy

からT-のう炎の形成が始まり,個体の淀失する11月下旬まT･その存在が認められる｡また.T&b】e lによh

ぱ･♯殖コンプの子のう軌 よ天*Rコンプより約 1か月遠くまで存在する.さらに深所の天炊コンプは,iF.に
よって若干の柑速はあるものの.浅所のものより遅れて子のう杓を形l此する傾向が1lJJらかである｡

本邦座の各欄コンプの成熟l二関する報liiは Table2 [=,Ttす通りである｡それからuJlちかをようにEl糾 也

JJ'の三石座のミソイシコン1 (i.O脚 SLaLa KJELLMAN) では 1年臼から3年日コン7'まで批rjすれば4
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71と5日以外のすべての季節に(-のう頻の形成が認められている (HASECAWA,1962)｡ また,柳川 ほか

(1971)によれEf,叙別席リシリコン1では7月下旬から翌春3月まT･Tのう炎の存在が報告されている｡

RiJr･はか (1967)は1年Elリシリコン1は一山に9月から.2年Elリシリコン7'では7月中旬からF.のう斑

の形成されることをみており.さらに.淀氷による外侮のある個作では4月に6%.5月に17%.6月に35

%の作にtのう叫の形成を認めている｡また.長谷川 ･綴原 (1958)は外海のミノイシコン1の 1年臼,2

年D個体が共作している瑚合. F･のう炎をイfする個体さえあればたえで遊走+の放出が行なわれ.そYti=伴

って配偶作の生梢のあることを述べている｡筆者らは.2年Elにをっ/:4月の天然コン7'と5月の兼相コン

プから避止+を放.Lhさせることができ.柴妓5cmの胞子作に育てることができた｡また 6月には.動物の

企'RをうけJ.:コンプや波浪によ引各藩を交けたコン1にfLのう斑が形成されているのをみf=｡結局.従来

の報S･.今回の批祭事から.リシリコン1には周年にhたり子のう頻の存在が推定できるものといえよう.,

2.胞子体発芽数の周年変動

され/I(F】g.3)｡それからJIJJちかをように,碓井政の多い峠糊は秋から冬 (萌1群)と.杏 (箭n群)の

2k.Ⅰ認められた｡まず.秋から冬の大きい肌の月をみると.1976年では11-12月でピークは11月下旬.1977

Tab一e1 Se&son818JAverL'CAlcha'鳩eSlnther&LeOHertllerrords(%).m 1-year-oldAnd

2-ye&r一〇ldplants(Most2-year-O一dphnLsco11SIS10日 -year-old&rK12-year一〇ld

FnrLsatterautumn).

＼忌鮮ご CulperacllltyDatem) 0.5 1 2 3 5 7 10 5

Sep.29,1976 90 72100 - - - - - -

Feb. 8.1977 95 80

27 43

0 270

Sep. 8.1977 8

SepL30.1977 100 -

Ck.I_22,1977 ー00 - - 72 68 - -

loo - 92

Jaロ. 8.1978 24 55

Feb_14.1978 36 49

0 37

SeTL ll.1978 88 - 40 8

kt_l7.1978 】00 94 90 85 80

48
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TさbLe2 M&turescJLS伽SOFLamJMM SPCCleSfouldMthepreヽiousreprtSFromHokkzLido･

Ageof AbundantIXrLOd
LjZlJlLlWJl〃 Erom to

SpecleS Locallty

LAllttlJanTaJ好LLSbbZ Ml山ulShl Earlyn Lateln
(:ktotxr March

2 July February

3 June March

Observer

HASEGA≠A.1962

i relu oyL Oshoa 霊 e 1 ,Eadrylyln k:eeLnber rIAsEG芯 ;etOL

lnslde Earlyln Lateln
Septeml光rNovember

LalLgtLSkr血 KLBhlrO I SeptemtxtrMarch SASAKl.1969.'73,77
∀arlollg7SSlm〝

2 Mldd]eLn Ik ember
JurK!

ipノわ 111al Wakkanal
varocholelJSLS OnlWak】

1 SepLemkr February Ŝ KAlelol･]967

"onbeuu l 慧 in March YA"ACi3号leLo/I

2 )Lualtyeln zk emtEr

～T慧 ,̀RISh]r- 1 September KA"EKO l芸7"….ARA･

Ml組k● ) 監:lyerberApn･ Pr- nt.-FXr

Lateln Lateln

July NovemLw

年は10-12円でピークは同様に11月F旬であり.1978年は10-12月でピークは10月上旬であった｡各ピーク

時の発射凹作払 い cn-当り1976年-は32.8個帆 1977年･が 9.5個帆 税く1978年7円37個体であった｡その他

を探鵜苫が海中(=あったEl故で除し.1亡l当りの鮭に換算すれば.1976年が4.7個体,1977年0･6個作.1978

年が1.8個体となり.1976年のtl-クは1977年の位の78倍,1978年の2･6倍であった○

次いで.1977年3-6月.1978年2-4月及び1979年3-4月[=発芽政の多い時期が現われており.それ

ぞれlQn2当り96個体.13個体及び4.2個体という故俵が得られた｡例年,1月下旬から2即f'旬にかけての

発弊政ははば0.2個体前後に落ち込むことからみれば.これは2回目の発芽盛期と沈めることができよう｡

同地の水温を Flg3 に旬別に示 し/;｡それから明らかなよう[=,舟高水温は8月下旬にみちh,1977年

は20.0℃,翌1978年は219℃であっ/=｡またJL低水温は2月下旬から3月上旬の30℃前後であるが.1978

年だけはオホーノク海からの浅水の接岸で17℃ (EltL低水温は0.2℃)と極めて肱かった｡この水温のカー

プとコン1碓井故のヒストグラフを対比すると,水温が約15℃から約5℃へ下降する峠畑iに郡1桓】の碓井故

のピークが呪われ 春先の水温上昇期に第2回のピークが来る｡そしてその頃.4-6℃の水温が長期間にわ

たって挽 くガが発芽故の多い傾向が認められた.

F'g.4[:みるよう(:天然漁糊におけるコン1胞+作の.LLi呪政は'JiLl時KR(二.Lh現した群のコンプで.100Qn2

jlり1977咋2月に37個体で.兵長のモードは50-6Cb].1978年2日に12偶作で,モードは30-40cm.1979咋
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1978 】979

(a
)
aJn

71.JaduatL3't
2^t

Flg3 Seasonalchal､geO†sprouLLngSPCrOPhytcol=heAcryl】C-pktessetup8日heLnLct

sLtC♭elweCI10CIOber1976JmdApnH979.wILhsezLSOnalch81-geOfsurraCCSC8-

､vAtertemperatureatMLSAkl,RIShlrlIsl如d(･一･ set-1V&tCHempCrAtLJre.･･--
Unkow-IPeriodascol)ectorswerew&srd 8帆r&y) ArrowslrJjcaLeJLrangeOrthe

deyelopmentAlperlCdofthesporangl&lsori

2日[=44偶作T･モー ドは70-80onであっ/= 遅い咋糊にlLIJ.現した群の.LIJ.税軌土25m2'J与り1977年3月には278

偶作.1978咋3日は168個体 1979年4日は196偶作であった｡各年の葦及100東浦の..lJ.税制 よそれぞれ.

80･9%.354%,717%と19781r=-が憧冶l二,174:く.10-20m[こモ- ドがみちJlr=o

コ/プの各年の兼良削成 (FIE.4)から事刀朋のiF=艮速度を碓井すれば,Irlliり約1C-れとなり.このこと

からfi土い群の出現の始糊は.1977及び1979の両年でJfTl年の12円｣二句.1978年-の瑚合はllTl稚-の12日小'叫となり.

遅い群は3-4日に40-50mで3)つたが.これらの出現の始期は21日二句ということになる これらの血税

始期HlアグリIt･桝脂鞭l.での允Lj政が大き11位を.J-(し/Ilo-12円のそrLでれF.]2ヵ日経となり.漁蝿の1畑

とをる lI群は苅l群に山水するものと考えられる｡佐々木 目969)は ナガコンプ (iangtLSLaEavtr

long･ss'nto MIYABE)について迎遜+のけrfから胞子体の.lLiLiLまでlこそれと同じはのZj故を要することを

述べている,このように.-1J.卿 .W lと綿鳩 はJIに荊r群の矩9-が始まる峠Jgl.発芽臥 艶聞等の美果によりき

まるものと々えられる しかし.犬+Je血糊のコン7'の出御.宇欄と寓唆[=他海溝との披'pや他の環境安閑も考

慮する必要があろう

InHlm土荊1群の糊允繰加群と地H小二ならか ､【亡偶作として/川_するものと推定される｡この主な埋由
は.日 ･nl群に山瀬する.lfl.JR肘二糊をrLIIほ れている.2)1977'rF3日にj2還し.5Fl末に回収 した捕_th
告に糞妓約1oT-のコン1の胞 i･作がみちJl/=ことから繍尤 ･涼加lの役割を浦L'ている.3)4月 5Hに放

出さhた退店+は胞 r作になるまでの発射 l政がr･J2日1を要することから.立脚のr馬水E.L.嬢E7讃嘆の条件

下で胞 (1本になるまで′l三成でさすに雌偶作の段肝でJE-_よる.4)?.Ⅰ群に比べて袋井故が約10'JTの 1であり



㌔ 30

くJ

コ
宮10｣..

70

50

30

10

団 Feb20･.979(N 28,

⊂コ Al)r3･.979fN .96'

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Blade一ength(cm)

F唱 4 Bkdelengthcompos'lLOr-0日 -year-oldErorLds■1-eachyear8LthenaturalLam▲'hm a

bed･田 Ear】ygroup･□ LaLegroup N Numbcrofplantsper25cm'81

8depthoFabout0.5m.

主群にはなり相か ､,等をあげることができよう｡

3 発芽数の日周変動

Flg.5に7クリル脱脂頗Lに発芽した1cm7iLlりのコンプ個体数の変化を,Table3には調光Elの気Jii.水

温.El.ttJ. 日没の峠別,満潮 干潮の時刻と水位の高さを示した｡それによると,10H17-18Elの光井故は18

時から0時までが05個体,0時から6時が2.5個体と梢如し,6時から12時が0.1恨日本と最少で.12時から

L8時には03個体であっf=｡また,11月14115日で･は12時から18時が12胴体.18時から0時が369個体.0時



14 新原熊昭 名畑進一 ･松谷 文 ･武井文雄

から6時が心火で496偶作,6峠から12柑 二は2.1個体であった｡以上の結果から明らかをように 日没時か

らEl出暗にかけての収1;E=ニ避止/は多投放.LtJ.され 付Ifするものと.lilわれる｡なお 金子 (1972)は,リシ
リコンブの遊走子形成を税額するの1:わ川日にf州牛のI,与hiIを行って1,り.避止(･形成は主に夜間に行われ

るようである｡この発芽軌 土偶年変動の知比を求めてなされた'-3%験の欄合より多いが.その用由としては,

珪藻Ziiや他海礁湖の脂+の付胡T･が少なかったためとキぇられる｡

4.コンプ以外の海藻の発芽

1977年と1978年の21f･iEZ:Jについて税額を行ない,3,IHごとの4期に分け､発芽した二Eか毎液の襟度を

Tab】C4にホした｡それによるとコン1の発芽故の多い10-12月には ULvaperEtLSaアナ7.すす,E7lLer0-

morphasp.アオノ')仏の 1捜.Pu'zcEaTJLZlalLJo,Laハバモ ドキ.AcrochaetLtm SP7クロケ+ウム偶の

l糊の'jt柳窪は50%以 Lを示 し/I.特にコン1の多く発芽した1976年と19781日二は Ac'ochae仙msp.の被

度は80%に逮 していた｡ なれ TablC4に示 し/=以外の海藻で多かっtL矧 まMo'10SEromasp ヒトエyサ

臓の l軌 CLadophora sp シオブサ尻の 1軌 CAaeEomorphasp.17ユズモ属の 1札 RhodogEossu,～

J叩07uCLm アカバギンナ/ノウ,Pt'LoLasp.クシペニヒバ属の1相場であった｡ しかし,これらはLfT発で

1200 1800 000

NovH ()200)-15(1200).1978

F唱 5 DaL)ychallgeSOrSPrOutlngSP rOPhytesper1 crrtl BlackbeLIs,ndJCatethepcr10d

rromsu-1Sel(S.S.)losu■-r】se(S.R.).
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Table3 EnvlrOl-merttalcondltLOnSdurLngtwodJurr､alvarLat10nStudJeSOnZOOSPOreSheddLhg

I11Lan川a'laJaPO'llCaγarOChoLensLS The血tur7'levellSClosetothelowest

lowwater.

(℃) (℃)

8.3-15.14.5-7.5 14.3-15.410.7-10.8 5:526:29 16:4716:06 22:453:4517:4716:3210:0017:19

発芽を促がして税額 したのであるが,その培奪条件は当ijtコンプに合わせた｡結果的に槻藻類の虻偶体.糸

状の紅藻類が多く.さらに成体に育ったものはなかった｡コノ7'以外の海藻で,特に多い被度で.LluRしたの

は Ac'ochael川7'LSp.であるが.Ao'oclae加m sp.は7クリル樹脂収の緑に多くみられ,コンプと同L:普

生個所に付眉するようである｡なお,その平面部には ULvaperEusa.Mo770SLromasp,E71te'OmO'Phasp..

CoEpomeTHaSInuOSa7クロノリ,Ciorda fuum ツルモ,PtLnCLarJaLaEJll"18 等が多く着生していた｡

Table4 Thedon)nantaLgaeFoundontheacryllc-platesLll19778rld1978,shownbyaverage

percenLcover 1 I-25%.2 25-50%,3 50-75%,4.75-1CO%

S阿 ies Month Jam.- Mar. Apr.-Jun_ Ju1,-Sep, Oct.- Dec.

LHM /V〟〟sa 2 33 2 3

S / 2 2 3

良/ocal,I)LLSSP. I2 011110I 031 222

2I 3 2

CJrda / 2 1 3

LO JiLlm 12 02I 240
SE7rgtZSS〝TltSp. 0 I0

3 0 24

AcrocJtaeh-lL桝SP, 3 3 10
PvypJlyYaSP. 21I 0 21Ckmmiumsp. 0 1I
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要 約

利尻町仙法志字御崎において,1976年10Hから1979年4Flまでリ-/リコ/ブの生産主群の由米を知るため,

子のう洪Eの形成,発芽政の周年変動及びEl周変動を調査し,次の結果を得たo

1. 子のう斑は年,生育域所により帯下変化はあるが,1年目コンプでは9円上旬から凱繁され,翌年の

3-4月まで認められ,2年日コノブになってからは先端の旧楽部に観察され,成熟の叔盛期は10日中旬で

ある02年臼コノブでは7日下旬から11日下旬まで認められるOまた,垂直的には枝折のコ/プほど早く子

のう51を形成する0

2 脂If体の与を芽敦の盛期から次の2群がある｡

第Ⅰ群 1 2年目コンプとも+のう斑をつける10112円の秋から切冬に生じ,そのピークは年により前

後するO

範[群 3-5月の春にあり,ピークは筋Ⅰ群と同様,年によY)変動があるQこの発芽数は第1群の約10%

とみなされる｡

3 胸-f体の発芽数は日没からEl.Llj時までに多く,遊鬼子の放血 着生は主にこのP..1に行われる｡

4 コンプの発芽数の多い年,月には Acrochaeilum Sp.の出現址が多く,コンプの発芽数と関係があ

ると考えられるO
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噴火湾沿岸伊達市におけるマコンブの生態および

コンクリー トブロック,割石によるコンプ礁造成

第 1報 マコンブの生態'

船 野 隆
(北海道立栽培漁菓総合センタ-)

Eco)oglCalandmariculturalstudiesonLamlnarLaJaPOnlCa

growlngOntheshoresofDateCity,Hokkaldo

I.Eco)ogyofL JaponlCa

TakashiFUNANO

(HoAkaldoLnsLLEtLLeoI〟OTECtLLEtLTe)

Th】sstudylSdeslgnedLoobtalndataonecIog】C8lcharacLerlSllCSOfLam171ar▲aJ叩OnECd

Arcscl10Ug(Ma-Konbu),andonhctorsconlrO】11■1ghmlltarはn■stock,numbersorp)&nlSa'ldb】omAss,

andtoeffect]velycreatelamlnar)anfolesLsgrO､VlngOnCOnCreleblocksandcutstones TIleeXPCrLmCntS

andobservat1011SWereCamedoutFrom1962LO19708日heFo"owlrtglocalltleS:K)LJL-Kogalle.Fur-aoka,

NagawaandUsu(atslat)o■lSPo一一usu-hal-a,ToshLr8ruandtheLam■lZLrLanCulLureapparatusOffshore).

aLHoc8111leSbeLllgnearDateCITY.Hokk8Ldo,Japan.

LocalltyandstatlOn

l Substratum COmPOSLt]OLlaLeaCL-】oc8】Ltyandslaho一､･ K】la-Kop一一e-shallo､V(≦2-4rneLerS)i"1d

sardy;Funaok8-SandywlthSCAtteredtx)ULdcrsAndgrave),Nagaw8-Sandy;Ponusu-hana-saIJy

andfl且LreefcoveredwLtLISand,blocksaTldrocks,ToshLrZLru-lSleLcomposedolrotkandlSOlated

blocks.ATA thepkCeOfthecu)tuTCaPpetl81uSl13α)m.off-shoretOthewestofNoyanomaat8

deplhot10m

2Thealgalcommu'1LtJeSattlleS'leSCt旭ngedfromco印p)cx(aLPoEluSu-hal-a)LOS'mP]er(aLToshlraru)

toslmPlesL(&tFunaoka).TIledommalltSPeCLeSOftllealgaLassocLat】O■日ntheseslteSWere L･

JaPO7HCO CosLaT.4COSLoEa Chond'tLSSPP.,GlcarlLnaJaPOnLCaandULt,ape,ltLSa

Sporophytephase

I.TheslカrOPtlytePhse orLamITlarZaJ叩 OnlCalnCludesthedevelopmeI一talstagesoftheembryo.

JUVCm)eslAgCSaldtheadultp一ants The)ongevltyOfthlSSPeCLeSLSOneOrtwoyearS･

2.TheernbryonalstagesncludeLhemonostrom81lCphasesofdeve)opment(YENL)0.1911)and Lhc

h■stogencsLSPhasesofdevdopT'tenL(FuNANO,unpubl】shed) TheJove)llLestagcs̀ LnCIudcpl18SeSOr

rApklgrowthald rnl‖mum growth】nanrlua】plaLltS,a'､dperLOdsofrap】da'1d slowgrolVMglnPCre-

nmzL)pE8nLS,AnAnnualhm■-1arLZLnPhnl,hLVLngmaturedlnlhcflrstautumnSeason,LSdeLachcdby

stronglVAVeS. AperenmaHamlnarlanPlantgro≠･sthroughthesorusdc､′eLopLngPer】Od】ntilefLrSt

yearar､dpersISIsLnLoasecor山一yeargrow】ngperLOdLn､Vh)l:httleb一adelSrCnCWCd TllePerenn18】

phnLgoes throughper)odsorrap)darldmLr'mum grOlVlhuldeve)Opmentofthesecondyearblade

ThesctllaHlerodeawayrrlthesecondautumn.

*報文番号 9̂9(19釦年1円19EI受理)
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3,AtK】18-KoganctllCCar)Lestdevc)opt-1gPOPu)aLLαlSbccamcannLAIones.ar°tllCPOPuhLLOnSdevelopLng

laterL氾C&mCPCrennla)

4AtUsuembryortaldcveloFnlentWase&rlLerlhA-1&lKIL8-Kog8日C.LrJaHortheplantsSCCmeJtoL*

AnnUA)

Growthandrnaturrty

1.TllCearIICraPOpu18t10ndeve)opcd.lhcmorerAPIdltgrew&ldmatured

2AtK･18-KoganctLIC F泊PuLatLOndcvcLopcdLBLetX!CaU5ieurldergrowlllSho､vcdslo､vgrowLllAndrnatuJLty

ThcsurvIVO'LSthrouglllhCrlrSL8uLumnm81uredeA'ELCrthArHleWlygrow一一〇neyearOldpb-Its.and

wereharvestedasWcllthlckcnedKolltKl.

3ThegrowtharJrnAtur-I),OTlamlnArLAnPlMtS≠･erel'1日uencedb〉L■-terrulhcLOrSt'1Cl山■J一g8ge(dl†rc-

re■､LL-mesofsprophytc■n'L181■Ol),lntrASFKC■r.CCOmPet'tJOn (rehteduldeJIS'Ly)&'1de'.vlrO-nlCnL&l

f8CtOrSdlf†crLnglJISLte.yeararJsubsLJ-&lum.TheelTVlrOnmenL&IF&C10rSlnCItJedeT)Lh,帆･■termOVt>

me一一L(velocltyOHLow),WatertemPCraLure,COmpCtlng81伊e.LHummaLIOnarKlnutr■ent5

4.AtKlL8-Kogallethekmlnarl8nSgrewLntOlanceolateSI仏PCSmregLOnSOrtlleOFm､Sea.WllereaSat

ToshlraruthePhnlSJnCaLmseasgrewl11100VLteShaJXS. TL叱IrgrowthpauemSSCCm tObe H1-

日uencednotOnlybythefactorsnerl110nedabo､･e(3),butalsobytheecologlC&1crnrACter.St】CSOf

theJnrtlCUlarSITE.

5.ExterrulrAclorsLTutseem toLJltluencegrowthofeJTIbryosArewaterLemFCr且Lure,lllum町岨t10n.
≠r8teJ-mOVemenLandcomF*lLngal伊e (lnCILdLE唱 ZLu&CheddJ&LOmS &nda)gLerormlnSAgelzLllnOUS

8dlleSlVekyCratthesubstratumSurfacelnCludJ'1gnynOnt･nOldspecleS,RtL't'Iorla,elf) CrowLh

ofJuVenllesandna暮urat)0日1LltOAdultp】8ntSSCemed tot妃 】nrluencedmaHllybyw81ertCmPeTatUrC

ArTdlltumL'､at[On(8ccumUklCdhoursorsu'1ShLne)

6.ThefrolldlengthotlhcembryolⅦlSFX)rOPhytctl岨lLSr-eCeSS&ryforJttOgr0､､･lnOrdertocompelC

wlththesm81I81gaCSeemedLOtXLTnOrelhar10.511.0mm.

Productron.depopulat10n.reCrUlttnent.denslty,StandirlgCrop.attaChlngareaandcompetlngalgae

1SIVarmerllberatl011FromFnrenL8日arnlJlarlanS.ⅥhlChlrKIucedLhcdc､elopmcntofembryos,was】imILed
to4(-5)monthsrrorrLAutLJmntOCarlyw■nLer(SeF't.-Dcc.).

2.ThemaxLmum■1Urnbe20fdcvelop】llgembryosporophyLesoccurred)llOneTnO■llhbeLwCenDecember

toJAnMHy (Febru8Jy). Arlerthattlmegr8duLHydccre&slngC'nbryom)sporophytcdcycloFmCnt

conLlnUedForLILO5morlLhs

3.Thehml仙 rlAnSOrlglnaLIIlg&LOrabouHhetlneOIthem&xlmLJrndeヽelo叩eJltFkriodForcmbryolul

sFMOPhyLeSkc&rnethemAL'1COnPO■1CnLSO†theAllnUAlFDpuL&tol. TheembryoSFX)rOPhyleSdeヽ,C-

lopLng&ftcrlll且HLmCtkCamerCCrLJLLSOlthe"lullFX)Pul8tl0nOrCOmFN)RentsOfaperell"lalpopul-
8110rl (ALUsuthePOPuhtLOnSbehaveddlrrerCntl)I.)

4.lllCPCJILOdoloptimum SCu)lrlg8rldgcrmL'1atlOn Of swArrncJ･S. ＼VhlChlsd】rectlyrcl81ed tolhC
rTLaX'mUmnL･nbcrordevclopL-､gembryos.seerncd tpcol･-Cidewlthopt･mum pc,･odsforgro､vlhand
lluLuntyOrg8me10Phytes&JJde＼･e)opmcn10rembryos DurLrlgIRISLtmCdeFX)PUh110n&'JrecruLtmeHI

ofembryoswerecomFnr&LIVeJyhlgh,butmost orthesur･vlヽ℃rSll､Ied10bcAdulLS.

5.Swarm_ersseLLledo･lnC､YSUrlAccsor8COrY,reLeSubstratum ､､lthLnaI,･Onth･ JLdgl･唱 rrOrnLhc

grol､･Lhoftronds,thescLtl】ngorsw8rmCrSmay havebeenwlthln2-3､､eeks&rterthellCWSUbsLratum
w8S】aLd

6.DcspLlerCLat)ve)yshortpcrLOdsoftLmCreqU】red forsculHlgOFsome swarmcrso･lIICW Surf8cc5.

dcvelopmenLOfembryosfromthesegameLophytesrequlred2to6rnonlhs.
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71T.cmALnhctorsLn†lueTICL"gtheb'om&ssAJJ nurTltCrSOr l■tLhrklLJAIsln8叩re･V-LaIlam･narIar･

popuht10nAre'1Umt光rSO【embryos(rcl&ted tothellm'tSOllhe"AChlng&rC&)arJtheearlyorlaLe

stArtorcrnbryode､･eLopmellt

8.BothotthefactorsMFlue一一cLrqEtheembryo仙lsLagCSeerned tobclurthcrLnrluer･cedbyLLmeOf
swarrnCrl加 r&t一伽 anden､rLrOnmentAtFactorsL'ICIudlngwatertcmpcraLure."′atermOVerne･.I.lLlumL一

一岨t'0-1(W■thullraV10kHrradlal■OnFrom SunSh"lC)8'､dcompetlngALgBLC(dJatOmSa-Klolhcr81gae･一一

LhegeLatl'10uS一ayer).

緒 言

コンプの増殖に関する歴史は古く.18世だ初めには相席県で投石がおこなわれたという｡国によって増殖

叫菜がおこなわれ/=のは,1929年の駒ヶ岳噴火を契片とする｡これに対して木下 (1947)は.砂地でも埋没

Le,,､イズコ式コン7'億を提唱した｡国,過食の申jEとして.継托して岩礁姓破と共に.投石が広く北海道

沿岸でおこなわれる帆 二なったのは,窮二次大戦後であり,時を伺L'くして効果消去が始まった (北海道.

1962)｡一方,竹火補の虻田漁英仏同組合が.全く析しい拭みとして,コンクリートプロ1ク (以下,ブロッ

クと略林す)でコンプ健の造成を始めた｡これは砂地でも埋没せT,イズコ債のようを効果があり.中村(北

海札 1958-1960)が今迄の石桝 二よる鑑駿を生かして.意欲的な調査をおこなった｡その仕串を,適の水

産武漢燭が各棟のコンプ地帯で引継ぎ,岩煉,投石 (削石投入)ととt'に,コンプ相島研究の毛要テ-マの

-つとして掛 1られできた (北海iEi.1966-1971)｡これによって各様コンプの基礎的な生態も.次机に明ら

かになってきているのをii逃すことができない ｡

プロノクの利屯は,1)砂浜でも移軌 埋没せず.2)地元で制作,投入が容易で,3)コンプの付祈解

IRが[:-:3く現存東も多く,4)形態を変形できることである.欠点はり コン1付着基物としての耐川年政が

短かく.2)コンプがIもつき易く(Plale2のIl).3)コケムシの適Ba鳩と一致するために付着被者が祈しい

ことである｡これに対して割石の利点は.二年コンプでは天然樵と変わらぬ良深なものができるが,欠戊は

砂地T･埋没し易く.密度,税JI7丑が低いことである｡

プロyクのilJb1.が生かされるのは,外itl二面した遠i美の砂浜,外海に面した岩礁周縁で.プロック唾の周

りが波浪や潮汐によって海水淀勅が菅しく,淋深帯上部 (最大下瀬から2ni笠)にある時で･ある｡これは

371石に比べて大きいというばかりでなく,形状によっても生起する｡その口径面や僧寒によって生する激し

いRt渦淀E=よって.肥偶作の生長や成姓が早く.終審となる泥,珪藻などの付着が少なくで,幼艦体がより多

くより早く生良し.一方.砂地への1ロックの沈降が.LN窓を通る淑淀によって止められるからである｡
本報色ではマコン1地帯の伊達市沿岸の抄,秒鎌,岩礁地帯で,プロノクと割石を用いて,196211970年

までコンプ礁造成の効架朗査をおこなったものを総括し/=｡目的はマコンプの生態と個体群の農的変動に関

わる安凶を明らかにじ.コン7'礁の有効を造成方法を見出すことにある｡*報では脂T一作の生育段階に用柏

を改めて適用し.これらに応じて出現糊,糾鑑胤 咋凪 基材の異なる個体群の生長と成熟.出札 減耗,

捕X.寵度,現存R.盾生面臥 競合海鈍について朗らかにし,さらにや凍Btの変動要凶を生育段階に応じ

て,個体群内とそれを耽り巻く項塊に分けてや裸した｡

これらの知見について,第1報としてここに報'諾･したい｡

本釜に入る前に.研究に多大のご援助をいfJ='いた北海iEJC学理学部海藻研究施設阪井典志雄救按.英検

に多くのご協力をいただいた北海道立中央水稚拭塀AB付紙部 (放)鑑雌己之書氏,同淡紫堵有珠分場石川政

雄氏.道立戚培漁玉楼合センター開発部長工藤敬司氏,ならびに伊達市役所痛工水産課,伊達漁秦協同81合

●L8mlnar.8･l PhJltOfLd7nJna,=り叩071ICalnLhlSreport.

+JLJVenilesIAge:FromthisstagethesheddlrVinlheupperpartOI･ab一adebeglnSaLdhasconlLlluedtlll

ltSWearmg.
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の職Ll各は.同郡 F部佐々木弘氏他の方々,有珠漁業協同組合の職山各仇 同漁村増年研究会l托l海元了氏他

の力々に心から感謝いたします｡また,本論文の英文要約について,乱切なるご佼丁糊をいた/iいた.ワンン

トンIJrJfRICha'd E.NorrlS教授(:心から感謝 します｡

調 査 地 と 基 材

粥立地は伊漸 魚兼協同組合の管内に入る北米金,舟岡,長和で,舟同のみが砂浜に錬,玉石地帯で.械る

両地は砂浜 (≦2-5m)であり,いずれも退校となっている (FI者1)｡有珠漁業協同組合の管内T･は砂浜

と岩礁地帯があり,そのために鯛蛮地の中に史に粥立地点を.砂浜と抄預 りの岩盤,転石のボンウスハナ,

岩礁,転石の トシラル,沖の鳥に跡 ナ/I(FL盲.2)｡その他に外海の沖合い餐殖施設tJ爾査地点とした｡

北黄金T･はプロyク横道成以前には,付近に天雛取 扱右横もなく,1961年に魚礁用の10･10型プロソク

(直径,高さ100cm.呼さ20QT'で底がある円筒型,一辺30C川の方形の側窓3ケ)が入れられてから.初めて海

漫群落が形成された｡その後,9I8空け ロ ノク (ii:後90cm,高さ80m,厚さ15mで底のある円筒型,直径

30mの側窓3,庇窓 1ケ)と6 6旦当プロyク (直径.高さ60cm,厚さ12C'Ttで底のある円筒型,一辺200の

JJ一形の側懇3ケ)が牛車川から北米金川までの沿JLiに,沖出し20-200mの間の水深2-4mの所に投入された｡

舟岡では投石による古いコンプ横が禅近くで密であり,結締10-30mを過ぎると25m2中に10-20個であっ

た｡海藻の群落は僅占鵬にマコンブ.スジメ.ホンダワラの湖で,一部にケウlレシグサ,ウルシグサ,スガ

千.ワカメがあり,下生い藻はアカバギンナンソウ,エゾツノマタ,ダ)L,ス.アナ7オサ,7カ′くが群生し,

この中にモロイ トグサ,ムノイ トグす,イギス,カヤモノLJ,セイヨウノ､バノリ.ネ′,'リモ.ポウアオノリ

などがあった｡棟源,現存且も毎年はぼ同L;であり,有珠より少なく准粥であった｡舟岡のプロyク礁の機

類,造成経過は北黄金と似ており,沖出し範囲や水深t,E引ぎ同じであった｡

長和はプロyグ礁造成以前に海藻の生軌 土みられず,9 8型と6I6型が1965.1967年に.水深4-5m,

距倖100-300mの範囲に投入 された (Tab.1)q

プロノクの埋没では,長和は長流川の流砂のためか,投入 1年目にも関わらず,上部%-1iLか出ていな
いものが多かったoLかし北黄金,舟岡のものは,経過年掛 二関わらず鑑立では側窓の下級 機転でも正後

の妬までで埋没は止まっていた (Plale4の8-E)0

有珠のボンウスハナでは9･8型と6 6型が1961年から.割石 (天然石で陸上の岩盤から一棟が30-50

cm.盃さ30-50kgに割りとったもの)はそれ以前から投入 されてきたD水深2mまでは海瀧の山LR機が多く,

良く繁茂しているが,深くなるにつれ単調となり,薄い砂獲 りの岩盤ではスガモ,ホンダワラの朝,アナア

オサ.オキノノリ,ダルスなどに限られ生育且も少なくなるb水深2mまではコンプ,ワカメ,アカバギン

ナンソウ,エゾツノマタ.ブルス,アナアオサが群落の主要捕成種であり,スジメ,ホンダワラの焔,スガ

モ.7カバ,ナンプグサ,ヨレクサ,イソムラサキ,7タロノリ,オキツノリが部分的に群生 し,その他に

ウルシグサ.ケウルシグサ.チガイソ.七イヨウハ′り リ,ポウ7オノリ,エゾヒトユダサ.ウス′くアオノ

リ,シワヒトユダサ.キヌシオブサ,イギス.エゴノリ.ハケサキノコギリヒバ,ヌメハノリ,カヤモノリ,

ネバリモ.モロイ トグす,ムツイトグサ,コスジフシソナギなt･がみられたO

トシラルは距岸300rnにある小島で,岩礁,転石.玉石からなり,島から25-40m触れると4-5mの深 さ

となって,海中での曲の裾が切れて,砂地あるいは砂滞りの岩盤となるOここでも古くから投石がなされ,

プロ7クは1961年から9 8型と6 6重りが投入されてきた｡海張の群落はボンウスハナと似ているが.倭

故は'少J･iく,島であるため方位や水深によって多様に資化する｡距岸15-25m,水深3m前後までは出現種

も多く繁茂しているが,深くなるにつれp-閑になる (Tab.2.3)0

収丑調査のみをおこなった沖の由は暗礁(:近く.9 8型と6 6塑プロ7クが1961年から入れられた｡

コンプコレクターのコンクリ- ト魁の垂下版によって,コンプ兼殖施設で実挨した所は,野矢の潤の西方

で距岸1,300m,水深10mの,沖合いの外海であったC垂下版は30×20QnZ,厚さ4onであったb
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Co10peratrvcAssoclatlon
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Table1 SetLllngnt'mberofblocksonthesandyshoresorKltA-KogAnc.Fun&ok&AndN8-

gaw■.thedesLrLCIOrDaleF■sheriesC0-0perAtJVeAssoclAL'On.between 1962

&nd1967

Total NumberoffishemensetLlingdate L∝ality

Mid-Sept-mid-Oct.1962 930 900 1,830 171

875 875 1.750 188

860 850 1.710 18817】145140

Mid-Sept-late,Sept,1965 I,380 300 1.680

LAte-Aug-late-Sept,1966 1.524 1.524762762

マ コ ン ブ の 生 態

胞子体生育段階の用語の新 しい連用 と,それに伴 うTm

北海iaのコンプ研究者 (妓谷川ら,1963,佐々木ら,19朗 ,阪井 紫野,1965,阪井 ･中軌 19668 阪作

ら,1967,佐々*.1969,1977,船軒 ･石肌 1970,柳B]ら.1971など)がホソメコノブ.ナガコンプ.リ

シリコンプ.マコンブの胞子体の生育段階を.幼作PI,生長肌 成熟期,素描終期 (流失卿 .朽生朋に分け

た｡この内,本報では幼体糊を幼艦札 (荊一次仲良)生長期を幼形期,成秋期以降を成体期とした｡
幼歴期はSETCHELL(1905b)[=准本的に従い,YENl)0(1911),KILLlAN(1911).SAUVACEAU(1918)千.千

れまでの知見を総括したOLT11ANN(1922)や FltlTSCH(1945)の考えも含めた.SETCllELL(IC)は,この期

間は全てのコン1科細物が.細長い水兵のLam川a'Ja形をとる迄とし,その後,比の搾取がLRれ始めると,

動物のlaryalsLAgeに対応させてposL-embryonalstAgeとしている｡幼艦船=まさらに堆宥細胞期(YENDO,

lc.)と楓姓分化朋 (兼者.未発滋)に分けられる｡この期の終りには単骨細胞部が集先絹に残るが,これ

はSETCHELL(1891).YENDO(Lc.),SAUVAGEAU(Lc.),DREW(1930)も指摘している｡

幼形好日土幼旺糊と成体糊の仰の期間であるoこの中で一年生コンプでは.秦の仲良生長が停止する期f;りを

(遅生長畑Jの中の)巌低生戊鵬とした｡多年生のものでは,集の伸長が体かでもみられるので連生長糊とし

たが,寿命を全うする年には叔低生長槻となる｡また遵生長期 (且低生長期も含む)の前の梢間を,幼形期

あるいは成体好日二関わらず.速生長期とした｡したがって多年生の再生期は,逮生長矧 こあたる｡

逢生長畑は成熟直前の期rulT･.一般的には耳の高水温期にあたり.一つは (伸長)生長が件止するとする

説(SETCHELL19058)と他方は僅かでも継続するとする説(FALLIS.1916)がある｡両説は見方によっては

いずれもTEしく,鰍 =よってIFBなり.同一棟の年齢によっても邦なり,Tm一種,ri3]年齢であっても出現糊や
着生甥所によって期せる｡本邦でも.-tF一生のホソメコンプでは仲長生戊が停止するのが知られており (長

谷川ら,1963),多年JJ三の捷T･は伸長生長が長も遅くなるのが稚L'られている (HASEGAWA,1962;佐々木.

1969;林田ら.1971)｡PARKE(1948)もこの遵生長期を認めpertodolslowgrowthとし,生長と成熟が桔

抗するとしていろ｡

幼形仰の後は成体期で,個体発生の完成期に達しr=生殖可能な時脚である0-年生コン7･では幼形糊の放

牧生長相はへで,成f棚 1の子のう姓形成期を終り,寿命を全うして碓失する｡二年生コン1では1年Elの子
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Table3.Ecologyolhrnln&rlAnSAndconpetJng&lg&eontherockyTeelolToshlr&rulslet,

lnAuguS10日964and1965.

Uppcr.lAte-AugusLOr1964;lower,lLLe-AugustOf1965.

Meanarea鮎rdlrVCrq)8地 k叩thB肋 仙 臥血vTddI 伽r岬叩 atgae Dtg-hh hphSd hW ea
133cm 623kg/mZ 78cm 12.6cm 83g u抑柵 伽 血 b7dx. 5m 15m 4000dd

/叫軸 血 仰 山 叫 nz 7 15 47仙

sLi柳 城C由血相血 糊 5 15 3㈱

29) 2.38 70 tl3 00 5 1｣) 訓

192 332 59 日.9 6一 18 25 aXI

5 2 29XI

5 2 29XI

のうぬ形成期の凍 りから,付着苗,茎,糞基部での生長が再び始まるが,この時期は今迄通りに再生JZIとし

た｡旧糞 (1年El)では子のう残がみられても.秦基部で再生する新発(:li.一般的にはみられない｡旧糞

を溌美しで生長はより著 しく4･るが, この後,JL低生長期をへて2年Elの子の う鞍形成期を終え,寿令を

全うし涜失する.

北黄金の マ コンブ胞子体の生 育段階

方法

北東金のマコンブの胞子体の生育段階は.最も幼艦体出現が早い1969年から翌年の資料に,他の年のもbrl

えで雌括 した｡各月の出現官制土"個体群の出札 ′′と同方法で求め,2-4月出現群の平均肥大度を求め

た｡次に8,9月の個体群を肥大度組成によって,同政の6群に分け.最低階接辞の平均値を求めた｡これ

と出現時の4月出現群の低との間に,FTg.11のdtl親に相応 させて推定曲娘を描き,この群の息とした｡両巌

の間に2.3月出現群の曲穀を,出現時の伍を基にして措いた｡

1-4月出現群の肥大度曲没を基軌 こし,各月8本の個体群を群分けし, 1-4月出現群のおおよその胞

子体の生育段階を明らかにした｡

結果

出現時Jglの典なる他作群

Hも早くみられた 1月出現群は. 112月までが幼鑑札 3-8月が幼形相で.5.6月にJH,生長が菅

しく,718月の糊に1ヵ月ほど薫の伸長が拝止 して.成体期に入る｡+のう妓形成期は11月まで挽いた.
これらは一年生コンプの主群となった.

2月LLh現群は,一昨生コンプの補充群となる｡補充群には,3,4円出現群も体か1･あるが捧huする｡し

たがって一年生の全群の幼肱柑=土1-5月,幼形期は3-9札 成体期は8-12月である｡

二年生コンプは3(4)円山JR博が主体となるが,一触 こ2,5Fl出現群がある｡幼肱期が3-5Fl.幼形

糊が519月で,8-9円に生長が低下する｡10月から子のう粧形成鰍 二入り,この期間は短かく11-12月

の脚に押生鰍 二入る｡2月には旧来も涜失 して.6F=二は息も生位が盛んとなり.その後,半月はど輩の伸

長が止まり,8r:Iには子のうね形成期に入り,11月まで枕く(F】g3)｡

考察

1月出現群は幼艦体出現の生月那二当るもので.生長が早く生残 りが高い｡2月出現群は一年生の形井を3

月出現群より強く持ち,1月群が脱落した時には.ほぼ変わらぬ生長をみせるので,一年生の補充群といえ

よう｡3(4)月出現軌 土現われるのが逢い分だけ.二年生の形質を強く持ち. 1,2月群の被71によって生

長は抑制され.空にその分f='け二年生の形質を強めるとみられる.その後の (4)5月軌主2年目へ生残るの
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が少か ､とみちhるが.これは年齢が若すぎるLに,1-3(4)月群の下生いとなって,より棲小化し.価

内地合で脱落するためとみち.れる｡Lr.:がって3(4)日出LR群は.二年生コン1の主群といえよう｡与力4

(5)円辞でt..大形群の外様に現われたものは (Plate3のB).2年目へ生漢るものがみられる｡

個体群の生長と成熟

方法

粥点は1963-1965 1969-1970年に,調査地長和と有珠の詞現地･5.7中の鳥を除く.粥査地(烏)でおこなっ

た｡避けは全て段ど庶1咋月の,6 6型と9･8型のプロ ノク,割石.垂下席であった｡調兼地(点),基材.

年度の柑係は.北炎金と舟岡の196311965年は6 6型と9 8型の1ロノク.北兼金の1969-1970年は

9 8型のものであった｡有珠の,ポンスハナの1963年は割石, トシラルの1964年は 6･6AJプロ yク,秤

合いの*殖施.72の1969-1970年は垂下康であった｡

標本碓塀は.鰍 二.舟上からのネジリ採取と潜水によるt,のもあったが,多くは基材を直接引柑げて,陸

上T･無作為袖山.大形のものからの作為柚.LIJ.,全政採取および枠採取があった｡

枠採収の面恥 ま.幼肱糊のものでは2-3ヶ所の.100-200cm2とし.幼形朋から成体好日二は.その南棟を
10000'12前後まで増大させた｡なお垂下収では,幼肱期のものは25-50m2で採取 し.幼形糊のものでも100-
200cm2で探った｡

コン1は真皮.秦GE,秦虫且.発作 (繋+蛋)亜且,里長.恨抜放などを滴り,兼基部の形.芸の型を判

断 し.さらに葦 (作)東泉/兼長×繋将によって肥大風 黄長/菓6;によって糞形を明らかにし/I.成軌 ま

+のう域部の範EEELを,糞基部から集の讃暮に分けて浦っI=｡
梓採収で測定対象とした標本は.北黄金のプロ7クの1969-1970年群と有珠*租施設の1969-1970年のも

のは,rit長か兼体庶Etで硫1-20位のもので,他は全標本であった｡

結火でのべた低いは,断りの無い限り.平均他か.'1'･均位と標準偏差である｡

結果

北千金と舟円の一年生マコンブ

8. 拍子作の生育f別管
●

北米金の1963.1964年群では.後群で半月はど出現が連れ,かつ成作期に入るのも遅れた｡1963年群の幼

肱柑‖よ2-4(5)日,劫形糊5-8(9)月.成体Jm9-1日Jであった｡

舟岡の1963.196411一群では.生育段軌 土非本的E:北典金と似ていたoLかし両群とt,幼艦体の.11収が遅く,

かつ生皮でも劣る仰向がみられた｡これにも関わらず,両群とも北米金より早 く成体胸に入っ/I.

北武重の1969年群の拍子作の乍育段階については.既にのべた｡

b. 葉良

北米金の1963.1964年群の兼良の伸びは似ていたが,末枯れは後群で目立った (Ftg.4)｡
舟岡の1963.1964咋群は,5Fは で綾群の伸びが良かった｡しかし7月には前群の伸びが著 しく.両群

の#'[ま4〔bnとなった｡gI:ほ での末枯れはllTt群で目立った.

北炎金の196的 I料よ,7日にJと良となり45mであり,その後は末枯れのみによって9F]採取糊には26m

となった｡発良の臼に見えるJM lTは,仲良生長と末枯れの差によって.1ラスにもマイナスにもなる｡5,

6円の見かけの仲良平は6cmdAyであった (Flg.5)｡

C. 糞描

北見金の1963,196Ll･符群の繋帖の相加の傾向は似てい/i.しかし前群T･の付加が.4-8Flにかけて使っ

ていた (F】g.6)｡

舟F和の1963.1964年群では.7Jほ では[111群の増加が著 しかったが,その胤 減少する帆61がみられた｡

+咋即は,避止 (一付着から配偶(本成敗 幼艦作発生 (?)の年を基坤とせず,rR際に (幼肱体)幼形糊の

作がみられる年を基埠とした｡
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後群では,9月まで穏やかに増え続け/L｡

北黄金の1969年群の兼帽の増加=i,楽長と同様に幼肱期の増えは少か ､が,次第に伽 傾 向が強まり.6

月には最もGi7広 く16cnとなったOこの時には中神部とともに緑辺部も庇がり披櫛t,朗著となる｡7月以降は

渡船も除々(=目立たなくJ･Sって,秦上部や緑辺部の末枯れがはっきりしてきた (Flg 7,P】ale1)｡

d 葉形

北黄金の1963,L964年群の葉形の変化の傾向は似ていたが,後群でよりホソバ型をとったo非晶がJlk艮と

なった7月の脆いは.肌群で18I,後群で218であった｡

舟岡の1963,1964年群の兼形の変化は北米金のものに似ていた｡舟岡でt,後群でよりホソバ型をとり,秦

長が最高級を示 した7円での値は,前群で204,後群で22.5であった｡

北黄金の1969年群の兼形は,幼腫期と成体柑=こ偏広い形になった｡4月と7月に細長い形となるlJJがあっ

たが,4月のは写共T･もみられるように,中衛部と縁辺部とが明掛 二分かれる前のものである.この後は両

部とも良く発達 して,幅広い形に変っていった｡やがて緑辺の波線 もEI立たなくなり.炊くなって,再ひ細

長い形になった.7月には葉形低が詔で最高となった｡最低生長期から成体期には.兼良での変化は末枯れ

のみによって短かくなり,幅広い形r:なっていった (F唱 8)0

e. 斐 (体)並足

北東金の1963-1964年群の水流凪 土･FVl群では517月にJfME)が響 しく,その後は穏やかに糊え,9月
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初めに150gに適した.後群では6-8円に一棟に相加しているが,その後も同じ様に減少し,9円初めl=160g

に適した｡

舟岡の1963.1964年群の兼盈軌 土,前群では5-7Flに急増し. その後- 9月にかけて急減しているC

7月の魚別 荘は210gであった｡後群では,同じ年の北東金群の秦兎丑の変化に似ていたが,全期糊とも20g

前後第っていた｡8Flの叔高低は150gを越えた (F唱.9)｡

北敢金の1969年群では.幼肱糊に集体洗足は極めて軽いが,その後は次第に増加していった｡生長の魚も

目立った5,6円には,末枯れの滅且も含めた.見かけ との増産串でいOg/dayであった｡その後,8月まで

兼体の並さは増え続けて600g近くになり.その後は減少し鰍 ナ11月に200gとなった (Flg 10).

f 肥大度

北米金の1963.19糾iF群の兼の実入りを示す肥大度の変化は.似ていたが前群で低い傾向がみられた｡ほ

ぼ最高値に適した9月初めに.前群で90mg/cm2,練群で115mg/mlであった｡

舟岡の1963.19朗年群の肥大度は,北栄金と同じ鍬 二律群でJul]傾向が早く現わrL-9月籾めには前群で

100mg/cTn2を僅かに上まわり,綾群で110mg/cTnZに近かった｡

北来金の1969年群では,5月までほぼ一秋 こ1ヵ月当り12-15mg/C7㌔で増加し,その後は8月まで30mg/ふ 2

日11後で増加した｡8月には最高となり135mg/cmZであり,その後は一定する傾向がみられた (Flg･ll).

g 兼基部

菓基部は欄内脱合と海水流動の強弱によって,横形から円形へと変った｡
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b】adewldth (mg/crn2)

北米金の1963.1964年群の8月のものは,両群とも円形の兼基･部を形成したのが1-2%であった｡

hr刑の1963,19糾年群は,8月の両群のほぼ同故の200標本中に円形の襲基部のものは撫かったO

北'X-金の1969年群の8月の約360標本中に,円形の集基部のtJのは無く,9日の330標本中の僅か1%のも

のが円形であった｡

また 糞基鰍 二1名書のあるものがみられた (P】atC2のG)a

11. 茎

葉基部の形の変化と呼応 して,浪合と海水流動の強弱によって,茎が長く断面で円形の茎から,茎が短か

く断面で兼面J:桶圧された楕円形になったO

北東金の1963.1964年辞の8円のもので,コンプの密度が低いプロyクだけに.茎が比較的短かく横断面

で崩圧されたものがみられた｡その割合は3-4%であっ[=｡茎の良さは,6-10月の間に,1964年群で44

151cmと伸びをO

舟岡の1963,19朗年群の8月のものは,両群とも20-40%の標本が,茎が比較的短かく横断面で楕円形で

あった｡後群の茎の伸びは6-10月に46-51cmとなった｡

茎は最低生長期まで生長し鰍 ナるが,北策金の1969年群のこの時脚のものは,叢長で5-6cm.茎中央の

fB断面の長軸で8-9dYn,短軸で618mであったc

E 付着器

原本採取時点で,基材に対して発作#_特の,付着能を充分に果している主他校を主体にしてみる｡

北英金の1963,1964年群の8月のものは似た教の上根枝を持ち,後群でみると5-10本の範囲であり,8,

9本のLのが最も多かったC
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舟岡の1963,19朗*群でも両群の差は殆んど認めらhず,後群でみると7-8月に,主恨枝は8-10本で

あったb

付着苗t.崩低生長刺まで生長し続け.北黄金の1969年群のこの期のものの主根枝は,8-9本であった｡

付着器の高さは3-4cTn.根枝が舷がっている付膚面のおおよその直径は4-5cmであった｡

北鍍金,舟1551のコンプ密度が高い場所に,10-30%の範岡で他校の生長が劣ったものがみられた

(PlaLe2のF)｡

J 成熟

子のう斑は.兼木南の基部近くから形成され始め.次第に下方と上方へ伸展 し,このIlilに襲面にも前者と

同様式でつくられた｡

北胡金の1963,1964年群では-前群で成体柑=こ入るのが早かった｡子のう斑を持つ個体がみられた8月に

は前群で5%,後群で08%であった｡

舟P]の1963,1964年群でも,前群で成体柑=こ入るのが早く,8月で比べると前群で9%,後群で16%の個

体に+のう斑がみられたD

北東金の1969年群は,1963-1970年の粥丑の中で,叔tJ成体好日こ早く入った｡8円には35%の個体の秦表

面にのみ.子のう炎がみられた｡この場合,築堤をlとしで子のう殿部の良さをみると.菓基部から018の

ところまで伸展していた｡この時には側糸の保護膜が破れているものが少なく,遊走子放出をしている母湊

が少なかった｡9円には79%の個体が成体となり,この内,某面には全個体に子のう斑がみられ.その長さ

は集基部から兼長の024で3)つた｡滋面にあったのは,標本の31%の個作で,その長さは葉基部から,兼良

の0.13であった｡11月には全個作が成体とĴり,かつ集の表ま両面に(-のう斑がみられた.その長さ:i.兼

述部から兼良の,轟面でOL15.滋両で025であった (FI昔 12.13).

北米金の1969年群の成体の大きさは.8月で兼長282cm.輩作並兇J137g,肥大度131.Ttg/m2.9月T･は2lLcm,

301g.123mg/mZであった｡

有珠の一年生マコンブ

&. 胞子体の生育段階

ボンウスノ､ナ (割右)の1963年群は.12(1)月に幼肢体が始めてLRわれ,幼形糊は3-8TL 成体好日土

8(9)月から11月初めまでであった｡

トシラル (6 6型7'ロyク)の1964年群は,ボンr)スノ､ナと似た消長をしめしたが,LLh現川げ 半円はど

遅れ,成体爪削二人るのも遅れた｡
●

沖合の養殖施設 (垂下板)の1970年群の,9,10,ll,12月版の各群の消長は男をっf=｡各群の中で.最

も幼艦体出現の ìlかったもので比較してt.,10月版では1969年12月に肉眼的を幼艦体がみられ,1970年6日

に最も早く成体糊に近すいた.9月板では1970年lRに幼艦体がみられ,11月債では2月,12月板では3月

であった｡肉眼的幼艦体がみられたl軌こ,成体は=こ早く近すいたo

b 兼良

ボンウスハナの1963年群は,3-4月にかけて兼良の伸びが著しく,瀬長となった5月には250cmに適し

ていた｡その後は末枯れも新著で.9月には90m藤であった｡

トシラルの196EI年群では,前年に比べて輩丘の伸びがかなり劣った｡出現t.遅かったが,穀長となったの

は7月下旬で145cmとなった｡9月初めI:は,前年のと似た集長になった (F一g 4)｡

賛殆施設の1970年群の,10月板のものでは2ヵ月後に肉眼的幼艦体が現われ.その後も仰訴=ニ伸びて.採

取糊 (7月下旬)に近い6日に,並良は310cmになった｡次いで9月板のものの生長が良く,4ヵ月たって幼

+沖合いの兼柏施設で1969年9.10,ll,12月.1970年 1,2戸=二重下松を設逆したが,9-12月板にコ

ンプが呪われた｡いずれも1970年群であったが,それぞれの個体群の生態が裁なったので,9-12日(垂下)

版群とした｡
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肢体がみられ 6F=二は10月板のものに近い兼良になっていた｡11日版では3ヵ月後[:幼艦体の出現があり,

4月までは9円版のと似た伸びを示したが,その後は遅れて6月に130ロ'に連した｡12月版でも3ヵ月綾に幼

AiL的 Iみられ/=が,その伸長は極めて遅く.6月になっても僅か15mであった｡

各月の垂下板での.生長が菅しかった時期の見かけ上の伸長は.10月康で301/day.12月板では任か12

･Zm/dAyと大きを叩きがみられた (Flg.14)｡

>∴ E3:ヨ

ボンウスハナの1963年群では,315円に際立った兼好のLg加をみせた｡7月[=はJlも頼広くなり.20m

近くに連した｡

トシラルの1964年群でも,前年と似た様な秦嬉相加の傾向をみせ.8月下旬にJLも#広くなって.ほIm

血とをっ/i(FI昔.6)｡

♯足施設の1970年群の.10円横の群では4月まT･は他の版より兼好での生長は良かった｡しかしその後は

9月版のもの[=追超され.6月に22onとなった｡9.11月横の2群T･は.3月まで似た輩描別 口を示したが.

その後は9月版の群で棲めて良く,6月に24onとなり.-JJ-.11月板のは19mとなった｡12月版では,瀬将

での生長も纏めて着く,6月でも3cmに達しなかった (FI昔.15)｡

d. 葉形

ボンウスハナの1963年群の葉形の変化は.マJL,バ型をとりながらも.かなり細長い形を示し,糞長が身長

となった5月には.葉形依15.6となった｡
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ト/ラll,の1964年#では.lLIfI年よりもよりマJt,バ型の形態を保ってi'化し,菓長が最長となっ/=8月に,
兼形は10.5とJjった｡

*瓶施設の1970iF群T･は 10月板を除いて3月にJIt,細良い形となった｡しかし10月版では,1月に値が

22(:ifした後,2.3J]も似た秦形値を保って.6月に13となった｡9.11月顔の群では.31ほ で同じよ

うな変化様式を示したが.その後は9Fl版で変化が少なく,6Hl:10月鹿の群とalた糞形となった｡一九
11月複の群は6月までの.奈良での末枯れが背しかったため,マルパ卦 こ変っていき.6月の位は7であっ

/=｡12月硬のは･lDめから轄広いマルバ型の.いわゆる別 ､形をとり,6月の葉形lま5T･あっF'(F.g.16)｡

e. 兼韮JL

ボンウスハナの1963年群では,3-5月に藁兎よは才しく梢bllL,その律,8Flまで除々に増えた｡8月

の美玉Rは3508はどやあった｡

トシラルの1964年群T･は.3月までの相加はEl立たか ､が,4,5F=二息JdL.その後も6月まで増えた｡

息高肱を示した6Fl下旬のものは設伽 であった｡この後は末枯ttのみがみられて,9月細めに206gになって

いた (Flg.9)｡

♯放施設の1970年群では,菓東且の別 口は10.9,1川 榎のrtl二良かった｡9.11月掛 ま似た増垂様式を

みせ･-JJ-.12月顔では他の月のものに比べて,その様式が極めて翁った｡6円の蓑虫且をみると,10月収

637g,9Fl廠527g.11用便141g,12円頗0.86gであっ/=｡

9-は月垂下収の連生長期の生長の菅い ､時期の.見かけ｣二の増血串をみると,10月板6g/day, 9円版

5g/day,llFl収1･2g/day,12月収13mg/dAyであった (FLg 17)｡



噴火1巧yut榊P漣市における17コン1の生磨およびコノクリ-トプロノク.別称 二よるコン7Ⅶia成 第1搬 37

D J F M A M J
ユ9691970

F'.g14.Gro､ylhMb18dclengtll0hhelamln&'.&nSappearedontheET.0'-lhlyconcrete

colleclOrS(Sept-Dec,1969),attlleCUhlVaLIOnapparatus.UsuoIIsllOre,between

Decemberol1969andJuneor1970.

ThlsdetAllexplanaLl0nlSthesameJLSthatInFlgS.15-18.
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F M A M I
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Flg.17 Cro､vthmbhdcwelg1-1OftheLap.州art8nSatUsubetwee･.Decemberof1969and

JMleOI1970.
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r. 肥大度

.ボンウスハナの1963年群の肥大度の変化は,3-7剛 こかけてはば一様に増加し鰍 ナた.8Flに最高とな

ったが,その値は130mg/cm2であった.

トシラルの1964年群では,417月までほぼ一様l二Lmrlし掛 ナたが.葉虫且のものと同帆 こ.耐咋に比べ

て増加は式は低かっf=｡骨品値を示した8円の伍は120mg/mZであった｡

養魚施設の1970年群では,各月の垂下版とt,,肥大度はほぼ一様にLd加し掛 ナ/=｡この中でも10H枚のも

のがRも朗苛で,1ヵ月当りで13mg/m7fつ川え,6月に9lTngOT'2となった｡ニttに次ぐのは9月席で.2

月以降は1ヵ月当り9mg/cTrI2で相え鰍 1.6Flに71mg/mZに達し/=｡11月板のIi,月をへる(=したがって増

加傾向は蒙え,6月に55mg/mZとなった｡1211席では相加傾向が息も低く,6月でも25mg/0㌔になっI=に過

ぎか ､(FI昔.18)｡

mg/Cml
lOO■ -一一や一･･Scptseltllnk
-･-Octseulmg
-E)- NoVstu)lrLg

-●- EkC-Sellllng
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D J ド lM A M I
19691970

FlglB CrowIIlHldegreeorlhICkncssolthelaLmMAr.anSatUsubetweenDeccrnbe,or

1969andJuneof1970.

g. 兼基部

ボンウスハナの1963年Ef,およびトシラルの1964年群とも,逆成長期の終り頃から最低生良朋にかけて,

兼基部が円形で,いわゆるマルパ型の兼作が柑えてきた｡その密itをトシラJL･の1964年群でみると.R形の

ものは全席車中.6月で6-8%,7月30----36%.8月30----40%であった (PhLe2のD,E)｡

幸徳施設の1970年群では.6月時点でJl低生長期に入る直前であったが,10,9月板で5%以下で繋基部

の円形の黄体がみられ/=｡ll.12月板でも.円形のものが6月に2-1%でみられた｡これらは美形も6;広

く,基部も円形で,いわゆるマルバ型をなしていた｡

h. 茎

ボンウスハナの1963年群,およびトシラルの1964年群とも,6月頃から芸は兼面に后圧され/i.順断面T･

楕円形のものが増えてきた｡ トンラル1964年群でみると,6月で10%弱,7月70%,8剛土90%に近かった｡

また茎の伸長は6-8月に35-4ロnであっ/J｡

乗組施設の1970年群では,6月時点T･あるが,10.9月擬のものに8,Ll%の個体で.茎が崩圧されてい

た｡霊長は10,9月収<･は4.5.4Qn.11月板3on強,12月巌で6山T･あった｡
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l l1%S

ボンウスハナの1963年取 およびトシラルの1964年群とも,年度は用なるが恨技の伸長政の傾向は似てい

た｡ ト./ラIL,19朗年群でみると,6-9月に,付着能を充分に果しているt相接は7113本と増加し/=｡

兼夕乱施設の1970年群では.6月時点ではあるがよ恨枝は,10.9月板は10本.11円債7本.12月掛 土5*

であった.

】 成熟

ボンウスハナの1963年群では,7月に成体がみられ,原本中の2%.8Hには50%となった｡

トシラルの1964年群では,7月に子のう斑を持つ射 小土みられず,8月に31%の個体が成体となった｡

兼殖施設の1970年群では,6月時点で成†封土みられなかったO

北十全の二年生マコンブ

a 胞子体の生育段階

生育段階については,既に揺指しでのべた｡/I/≡.1964-1965年の二年生コンプでは.起源となった幼旺

体はLI(5)月に出現した群が.二年生へ再生した主群となった｡

b. 兼長

196il年北集金のt,のT･.1年日の子のう炎形成期で,黄体が小形で子のう魔の広がりが少か ､ものの中に.

11月に再生期に入った個体が現われた｡ これは祈薫と析しい根枝を伸長させながら.旧集を凍失し5月ま

でゆっくりと秦を伸ばし.6円に230oTlとなった｡その後は9月までほぼ似た菓長を保った｡2年臼の速成長

期でも,1年目に比べて伸長牢は低く.生長の苦しい時期でも,見かけ上のものは7m/d8yであった

(FLg 4.Plate2のA-C)｡

C. 非情

兼〇割ま再生期に一時的に従かであるが減帳して.その後は穏やかにfml1した｡強l副土2年目の 1日に10oTL

弱.5月150'1,8-9円に1&mとなり,同じ時期の一年生のものの1.5倍に通した｡二年兼は切めの再生欄か

ら呼みがあって中帯部が広く.6月に入ると一年集と比べてこの部位は日立F.:なくなった｡1年Elの5Flの

梢は筆は0 8bTl/day.2年日の4-5月には05qNld&yT･あった (F】g 6)｡

d. 葉形

1年目の8月に,葉形低が19前律のものが多かっ/=が,2年目には董GSの広がりの鰍 二は,菓良が伸びを

かっ/=ため,7月のものの蔽いで10-12と,ギ広い形にilした｡

e. 菓東上

二年生コン1の2年Elの特軌 土,葉重点の斬首な増加で3)つた｡ 1年日の遵生長期から再生期の細めにか

けて,車重卦 ま汝少していくが,旧套を珠美する頃から急増し始め,5,6円に新しく7月に最高となっ/i.

1円の再生期の終りで恥gであったのが.7月に4L10gにi2した｡

生長の著 しい時の見かけ卜の憎兎率は,1年目で18g/day,2年目では75g/dayとJなった (Flg 9)｡

† 肥大度

肥大度は,1年一日の子のうぬ形成期の納めま'P描く.再生好日こ入って価か.:低下し,2年目の最低生良糊

にかけて増加していっf=.1年目の7FrF旬に肥大JRは105mg/oT'2,10円130mg/oT12, 1円の再生糊の終り

(旧葉涜共時)には1COmg/O'12,その後は一様に増加し続け7月160mg/cm2,8月170mg/cTnZを越え.実入り

の良いコンプとなった｡

g 成熟

子のう頻の形成様式は.一牛糞と同L:千,抑め兼暮面の基部近くに現われ.下h LlJJへ伸展し.この途

中に東面でも同じ様式で形成された｡i-のう光がみちTlるのは.一年生のものより二年糞は早く.1965年7

月には集かったが,8月9%.9F]中旬では25%の個作が成体となっていた｡
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考事

移植.交姓によって.今まで同一種の品flあるいは別棟とされてい/=コンプが,同一種の地方三軌 生活型

とされた例がある (SLyNDENE.1962;SvENDSEN.･KAIN.1971)｡ところでJt東金と有珠の一年生マコンブ.
北半金の二年生マコンブを比べてみると,外部形態および生長様式もかなり児なる｡かつて,北米金に近い室

鵬港内の一年生コン1をヤヤンコンプ (MLYABE,1902)と別櫛に扱ったが.マコンブの地方型(遠藤,1911)

との指摘があって.同一種とをっ/i(岡村.1936)｡噴火湾の同じ人口に生-ffする,これら四つの地方型の成

体の形態を.扶計'声的(:比べてみても尤分な有意差が出るものとみられる｡

北米全と有珠の一年生マコンブが.隣接する地域にありながらも,形態や生長.成軌 二おいて差が生L:ら

'5回となるものを.個体群内と頒tAE二分けて宗純する｡前者T･は.1)(主群の)出現糊が異なり.2)首生

密度がgt.なって.年長と機内統合の度合いが異7;ら.後者では.外海と岩礁が点在する閉朝項規E:近い海況

の差で生する. 1)海水涜動の苑なり,2)水温の其なり,3)栄華塩の苅なり,がある.P爪火内全作では

コン1の幼形期の細めから葉書塩が低下してくる (幼木,1965.西浜ら,1976;築Etlら,1977A b.西浜.

1977)が,有珠で･はこの時期に生物生産されたものが席放し.龍夫しないで,再び栄雅史として涼加される

可能性があり.この為か夏でも北東金より海藻の繁茂が著しい｡

この外に,SANBONSUGA ToRll(1973)が報じていろ｡稔性とは関係のない.横内分化した形質が,両省

で存在していると一'i(われる｡両者は地理的,環境的,生殖的にも柑鮭されていか 1ので.組の分化 (娼臥

1974 JAMESONed..1977)は起きか ,であろうが.外部環状の差.{･生じた生態型 (地方型)としての分化

は存在するであろう｡

このように北見金と有珠の一年生マコンブは,偶作群内と外部胡蚊の軍国,および稚内分化した形質の用

途によって.形態や生長,成掛 二異なりが生L.たものと推論する｡

北武金の一年生と二年生マコンブのFu速は.生態形質での舛なりはf･Jかろう｡マコン1は形舛的に一年生

と二年生の中間の対命を持ち,そのため,二年生となるのは生長が内的 ･外的な要凶tこよって抑制され,I

年目では成体として充分に生rfrせず,かつ生殖能が低かっ1=偶作が,2年日へ再生して成作を完成させると

いう,個作 種族並特に基づいていると宮えよう｡ただ.ここで注目しなLlh.fなら小 一のは.遵生いT･未

払な棲小作ほど,年齢的にいっても再生能は強いとみられるが,倭鵡な蟻小体では,横間 性内浪合[:よっ

て,脱帯するのが多いと思われるoしたがって天状で文節に再生する個体は,最も遅く現われたものでは

なく,一年生の主群,相克群の後に呪われたもので,一年目の幼形糊に外的 内的領収に耐えうる活力を持

つものといえよう｡

再生の要因で,個体群内のものは. 1)出現期の遅れ 2)先生い群との棟内浪合で生ずる生皮の遵^.

がある｡外籾 攻のt,のは,1)水深卦 ;よる生長の遅れ,2)低照風 低水温による生長の遅れ 3)横

間振合による生長の遵11.がある｡これらの要因が組合わさって.生残りうる能力を持ちながらも,より0

年齢に近づいf=個体で,再生能が高くなるのであろうO

深みのもので生長が遅れたり,形態変化するのは.すでに報じられている (PARKE,1948,SvENDSEN･

KAJN.1971,KALN'.1976)｡出現期の遵九で.再生体が多くをるのも報L'られている (PARKE.1c.)｡

北菜食の涼みの古い7ロックで.大形の二年コン1と竜奴のある連中な一年コンプが,他海藻によって良

好な着生部位を奪われて..鵜を分けて外周の中央親日二者生しているのがみられた｡なお,背紋は生長の榛め

て遅いものにみられる特徴である｡

IT珠では.全鋼査Tu間にわ/=って全く二年コンプを兄い出していか ､｡その要風として,1).LIL.呪糊が常

に北発会より1ヵn以上早く,2)棟内 ･捷間媒合が少なく-3)深みでのコンプが少なく.4)水温が高

く.5)吉葉隼であること.が1年日で完成した成作に到らしめ.再生する個体がみられなかったと推論す
る｡

同じ北貨金の一年生マコンプの,1969年群と1963,1964年の両群とでは.異なった襟本によって生長をみ

ている.プロングでコンプの鼎も生長の良い部分から,枠取りするまでは同じである｡しかし1969年群では,
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菓長か兼作東丑で窮1-20位の生長卓也群を超人T･おり,一九 1963.1964年がでは枠取り全席本を恥 -て

いる｡両者とも平均肢であるが.前者の鼓を100とし,後者の伍を全期間にわたってみると,築長77.7士9.8.

葉幅82･lj=10.9.難件鹿丑66.1士143,兼形88.2土105,肥大lR99.4j=8であった.

一方,FLlTl者の枠取り全様奉の平均値と,律省のものを比較してみてt,,後Rより.鮒 乍各部位などの生長が

かなり良かった.

成敗の状態でも,1969年群は他の年のものより.かなり早かっ/i(Tab 4).

卦 =よって.二年生コンプが一年生のものより成熟が早く.-A-.羽査地で7Lると有珠,良1臥 舟同の瀬

序で成敗が早いといえよう｡

北井金の1969,1963-1964年群では,この瀬に出現期が早く,生長も良く,成熟も早かった｡この年度に

よる生長.成熟の差は幼肱作の出現の遅速によっても理解ができる｡

その他,田沢 (1970)ものペている様に,幼形矧での生長は水温とEl相克が影書しているとみられ.その

後の成熟も.幼形期での生長が関わっていると思われる｡

マコン7のクローン配偶体で.同時に交配し.水温や!lE鳩 に砦をつけて浅水増発すると,低温あるいは低

絹度で.生長と成牡が遅れる (船ff,1978,及び未発表)｡

英際に有珠湾口の1963-1970年の (2)318月の水温の推移様式をみると.1964年の不漁の用合T･は.

幼旺朋から幼形期初めに当る時期lニ例年より布く.その後は低く,文机 こその傾向が箸しかった (北海iE立

中央水魔拭塀IE5有珠分相,1969.及び未発1<.F一g.】9,北海道.1964-1979)｡同L･不漁年であった1966年

の同L'期rNIJ二も.1964年と似f=水温の推捗がみられた｡また1970年の不漁の時[=も,幼艦期から幼形糊の1D

めに当る時軌 二,水温は例年よりも高く.しかし夏期では例年とほぼ同じであった｡一九旦漁であった1963.

L965.1967-1969年の水温は,幼肱糊から幼形糊の初めにdlる時好‖二低温であり.その後は順鞘に界乱して.

夏期には高水温となっていた.

El網 (批測地,室汎 口本気象協会北海iu本弧 196311971)についてみると.幼艦体LH.脱の始めに当る,

前年の12月から当年2円までの練凱 欄 時間は.1966,1970年の不漁の時には例年よりも低くなっている.

TabJe4 ALlnua)Andlocalv■rlJLtlOnOlthepercentageoftheadulLlAITHnarlanSlnthedlfre-

rentpopul8110nSOfblocks. &一KltA-Kog8ne,N8g▲≠･&andUsubetween1965And

1970

UpperrowlnKlt且-Kogane,1-ye&｢OldptanLS;lower,2-year-old.Slgnlnp&ren-

LhesIS.e.eAr)ypartOfthemonth;rrl,nlddle,1,hte TllenUmbermzLFnrentheslS

numberorsAnples
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しかし1964年の不漁の時には,豊漁の年の平均値を僅かに下回っているE:過ぎないOまた豊漁年でも,5例

中 1例であるが.この欄間の概算E日照時間はかなり低いものがあった｡3-8月の耕算日照では,1964,1966

年でかなり例年より低いが1970年ではあまり変らない.1970年はコケムシ被官による減産も影響していよう｡

前年12月から当年8月までの税算照度でみると.不漁年では豊漁年の巌低のものより,約50-100時間少な

かった｡

以上を総括すると,一年生コンプの生長や成熟に最も強く関わるのは.幼艦体出現の遅速とみられ.次い

で幼肱糊から幼形卿の水温.El絹とみられる｡出現が遅れ.かつ生育段階に相応しか ､水温や日照によって.

生長が極めて過れるのは.有珠兼殖施設の12月垂下版のものT･も充分にうかがわれる｡

1970年は棲端な不漁年であり,幼艦体の出現も遅く. 生長も極めて憩く, 成体期に入るのも遅かった (

Ftg.19,Tab 4)｡この年の北東金のコンプの成熊のし方は.例年であると表面から表面へと除々に子の

う斑が形成されていくのに.1970年のは禁の裏表で差が少をく,かつ急激に子のう兜が虻がった(Flg 20)｡

これは,個体群が成熟の遅れを取戻し.遊走子放出丘を多くし,放出の盛RFlを幼艦体出現の適期に合わせよ

うとする,種族紙侍の.-つの補惟作用といえようO

根枝の生長T･,正常なものの中に劣ったものが,北黄金,舟岡でみられた (PLate 2のF)｡ これらは葉

体の生長でも,一年生主群より従かであるが劣っていた｡これは一年生主群の.典型的な補充群とみられ,

秦体の生長とともに.根枝の伸長でも先生い群に域を奪われて,充分に生長できなかった個体とみられる｡

有珠賛殖施設の1970年群の垂下綾のもので,9円板の群が10月版のものより生長が劣ったのは.遊走子は

早く着床しながらも,高水溢,市.Elii風 珪藻などの枚合による障害によって.配偶体の生長や成軌 幼艦体

の生長が遅れたことに起関すると思われる｡

9日版で注目する必要があるのは,版は引掛 です継祝して垂下さhているので,もし遊走子の者床面があ

るとするならば,12Fl(板)まで遊走子着床 ･幼艦体発生が有るので,1)9月板の群の生長が10月板の群

の生長に葬らぬ,2)9月版の幼旺休出税政が10-12月版の群が累親されている.はずである｡また.3)

Ll月収の群でも12月板の群より出現政は多いはずである｡

しかし英際には1)-3)の状態は無い｡9月板の群は,密度や生長から判断して,垂下時点から10円板
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垂下の前の,1ヵ月より短かい胴閑に遊走子着床 したものが幼肢体.Lh現に結びついたとみられる｡3)のこ
とでも同様なことが言える｡

10日概の群では出現故も多くて,1ト 12月版の群が,一札 紫根されている様にみえる｡しかし10月版の

みの累横出現故 (64個体/m2)と11,12円頬の群の紫練出現放(26+44個体/cd)を比べると後者が多く,lo内

版でも,9,11月板と同様な判断が可能である｡10月版で出現政が多かったのは,遊走子放.lhの盛糊に当り,

かつ配偶体の生長,成軌 幼艦体生長の過環境に当って,より多くより早く,幼艦体の出現と生滋に結びつい

たものと思われるD

ここで一つの疑問,1)何が,継続する遊走子の着床 ･維1j-を軌 でているのか.が関われ 2)では,衣

際の道産子の着床 発芽可能期間はどうか,が問題となる｡ I)はR一t'uLar.aSP.や付盾珪藻群などの藻,

および沈着する砂泥T･ある｡2)は垂下廟の設逆時糊を盃複 させたtJのの兼良組成で分析 しないと.正しい

期間は求められないが,本報の資料では1ヵ月以内の2-3週間ほどと推論される｡

垂下版の11,12月版の群は,椴に生長が悪かった｡コンプは手触りで硬く.明るい炎色を召;ぴ,中常部の

苛紋が若い時からみられる個体が多かった｡12n板のは6月に兼良10m前後であってt,喝紋の凹凸が目立ち,

皮剥 火でゴワゴワとしていた｡葉項部は多層Rfl胞で恨枝も輪生し.小形であってt'幼形州に入っている楼

小型とみられた｡ この生括型は,遅 い出現によって,生育段階に適 さぬ高水温 (高l縦便)の洗礼を受けた

ため.それに適応 した型とみられ,ナガコンプでも似た夏型の個体が報じられている (佐々木,1977)0

秦長10m というと,一般的にはマコ/プ,ホソメコン1,リシリコンプの幼肥州の終り頃に当り (船野

石川,1970.阪井 船群,1965,阪井 小机 1966a).北黄金の出現の早い価体では.盤状根からの根枝の

伸長はあるが,其の恨按の伸長は無く,条項は坤層細胞で,中背部のlEJ凸がかすかに認められるに過ぎか ､｡
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有珠の別石,プロノク,垂下板の基物としての役削りでは,別石とコンクリート面とでの化学的な性質は

r臼個 をかろう(FELL)MANN,1951).ただ後者ではpHが安定するのに.戯分時Blがかかると思われる｡3つの

基材は吉生誕年度は異なるが,それを越えた,個体郡の出現や生長などの選がみられた｡これらの差は,一つ

は基材の形態,他方は射査地点の海水流動,水深,底質の墓によって生じ/=ものと推詣する｡海水流動の強

弱が密風 生長に関わり,水深は生長に,底質 (割石)は漂砂の移動でコンプの脱落に関わる｡これらの中

の主要軌 土,益材の形態ともrW連するが,海水流動と思われる｡

海水涜軌が強 く生長や密度E:作用することは,I)有珠の,周用にAL横の無い砂地のプロソクと岩礁周

緑のもの,2)同一ブロックの,渦流の強い所と弱い所の.コンプの生態を比較すると明らかになろうO

個体群の出現,減耗 ,補充,密度,現存1,着生面稚 および競合海藻

方法

実験批寮の時札 鞘査地(良),基枕 席本採取および測定の方法は,個体群の生長と成熟でのべたのと同

じである｡ただ個体群の業長や集政見などの組成を知るため,枠採収の標本の全敗や基材当りの模本の全数

についても,時に応L'て測定した｡

これらの方法とともに.引糊げ/=基材の故カ所で枠採収し,照度,平均面紙(1本の占11-面棋).現存足を

知った｡その後,茎から集を切りjfXれる時には.全てを刈り取って,基材 1ケ当りの個体放 (総本数)と現

存鹿 (総垂足)を求めた｡刈り解れぬ様な小形のコンプでは,枠収り故を多くして,個体枚と現存Rを､眉

生密風 現存量の棟で推定した｡また基材におけるコンプと他海藻の着生を,X.の展開図に掛 ､て,これらの老

生鮒立や面柏や砂地への埋没の深さを知った｡他海殊についても.枠凝りで種類と現存泉などを明らかにし

大型の藻では基材当りの個体数と現存blとを求めた｡

幼艦体のLEll.規は,重点組成で1cm以下の最小群が有るか否かによって決定した｡

巌初の幼肢体出現数は.北黄金の1969年群でlL 2円に兼長5lcnl以上の群が7%あったので.1F=l出JRが

打ったと判断した｡1月群は2-4月出現政の回帰(F■822)によってえた｡有珠の垂下板1970年群では.曲

U)の幼肢体出現の群が各版とも,はば5oT)以下であったので,そのまま出現政とした0

2カ月Elからは,前述の資料で,幼艦体の 1カ月朋の舟大成長を5cTn以下と判断して,5cm以下の評を現

時点までの 1カ月間の出現敷とし,51Q71以上の群を前月まで.Lf.現した群の生残りとしたOこれは北資金も同

様であったので,同じ連用をしたO

銘菓

北千金の一年生マコンブ★

& 出現

肉眼的幼艦体の出現は,2月に秦長51(最良,16)か以上の個体が,すでに7%みられた｡これは出現開

始が1月であることを示している｡

幼艦体のLLJ.配は,1cTn以下の群が2円に55%,3月40%,4月55%であり,幼艦体は114月まで出現し

た (FIE.21)0

幼艦体出現汝は,1円にIcnl当り3B35個体,2月994個体,3月556個体,4月2.66個体.5月0叫 固体
であった(Flg.22)｡

累横出現掛ま2月にlcwE当り48.29個体,最終の5日は5655個体であった｡これは全出JR数であり,これ

に対する1円の出現政の割合は678%,2月17.6%,3円98%,4月47%,5F:JO.07%であった｡

糞長組成の変速は,2-4月までは5oTl以下の群が70-90%を占め,全てIcm以下の階Wに収叔度値を持

+この項Elでは.殆ど北鈴金の1969年･群をIi体にして述べているoただ,鑑度とブロック当りの個体政,

現存Aについては,北黄金の1963,1964年群,舟岡の1963,19別年群の結氷を付けDllえている｡この瑚合/こ

け調査地と年度群を明記した｡
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1969∫ F M A M

F･g22 Monll.lyproduct】onotcmbryonat】帥-1nar'anS(≦5cm)per1cmZotablock

betweenJanuaryandMayo日 969atKILa-Kogane

っていた｡しかし月を経過するにしたがって.LP.現の早い群が円立ち始め,4月に121-160crnに小さななみ汝

がみられ(Flg 21),5月E:は40cm以下にモ-ドと121-200C'Tt.2411280dTLになみ故がみられた(F唱.23)a

この3群の傾向は6月にもみられ,次前に巌′トの群が減少し,その前群に組成として組み込まれて,8日に

は2群となっ/i(FIg 24)｡これは9円に1群となった｡

兼良組成と肥大度組成を対応させると,3群となっていた最長の群は 1円出現群,次の群は2円肝と3月

群の淑成で.荊3の群は3日群,4円評の混成とみられたO

図版に北苅金の1964年群と1969年･群の.幼艦体の出現の様子を示した(PlatC3のA,a)｡

b 減耗

減耗は幼肱桝に股も16しく,幼形期では次荊lこ安定してきて,成体Jtllの避止子放出が終りに近づくと,流失

によって再び多くなった｡またtIL.現の早いほどFli残りが多く,遅くて小形T･あるほど.幼肱Jyは､ら幼形糊の

TJJめにかけて涜柴が多かった｡

粥査時,L.T.までの累批 lユ呪政と肇長51ctn以上の生残り群の数とによって,生械準をみると.2月には188%,

3円584%,4月120%.5日0.65%であった(F唱 21,22)O その後は幼艦体の出現が無いので,5円ま

までの累鎖出現政と酸度の輔で,生残率をみたが,6円037%,7円034%.8月0.22%,採取J明の9月には

017%で.榛く僅かの個体しか生残らなかった(FLg.25)｡

C 補充

全て後生い群は補充群となりうる｡補充は幼旺矧で付潜器が強固でfJL,時1:.巌も那智であり,次いで3.
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SarnplmgAre&:100crn2,帆 Feb-Mar;200cmz,mApr-MAY;1050cm2,.nJune-Sep1

2群化していく幼形州であったC補充群の削合をIFl出現群に対する各円の山祝辞の割合としてみると,2

円群26%,3Fl耶14%.4月群7%,5月群01%であった.

d 密度とプロ/ク当りの個体故

密度は出現.減耗,補充が相殺された.生藩1R歓の一断面であるo IRの値は lci当り38個体.2nll個

体,5月では0.8偶作.9月ではOl佃作で.1他作が占める面軸は10dであった(Flg 25)｡

ブ コ ノク(9 8型)当りの個体故も密度と似た傾向を示した｡9月の探耶糊には350本はど生頻ったが,

これは2月の個体故の価か1.3%に過ぎない(Rg.26)｡

｣ヒ*金の1963.1964年群の密度は.前群では7-9月にld当り0.33-0.23個体となり.後群では7-8

月下旬に0.26-022偶作と減少した｡1ロノク(6 6型)当りの偶作軌 土,両群とt,8Fl,9円下旬に 400

本前後であった(Flg.27,Plate4のA-E)｡
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舟岡の1963,1964年群の照度は,前群では719FlにIczd当り0.25-0.18伯仲,練群<･は7-8Jl下帥 こ

0.26-020個体と減少した｡1ロ7ク(6 6型)当りの個体故は,前群では9円に280本,裡群では811下旬

に3801奉であった｡

e.現存塵と1ロック当りの呪I7止

現存Etは.幼形州までは,個体群の兼fri且の増加に.個体故の減耗が裁'71マイナス面で影WLながらも,

増加していき.娘低生長胸の終りからは.k一枯れのみによる兼敦土減少と他作故誠耗とが合わさって,減少し

ていった｡

幼旺糊の2IIL:は)0ccかうり12g,その'(如よ徐々に増えていき.5-7円に急増 して,7FlE=5.9kgとそった｡

採収仰の9月には25kg/100cJで,幼艦1gJの200倍以上に増力nしていた｡5-7月の見かけ上の生沌鬼は.1日

当り恥 /100cdであった(Flg.28)｡

7'ロノク当りの呪存丘は.2日に032kgT･あっrLのが,6Jlまではば顎比級数的に瀬bllして120kgとなり,

その練は次窮に減少して,9Ill=80ksl=なった(Flg 29)｡

北米金のL964年群の1ロ1ク当りの税仔且は,8円下旬で55kg,10H抑旬で40kgであった(Flg30)く舟岡

の19朗年群では,8月下旬に42kgであっ/=｡

なれ 同L'北朝金の19朗.1969年群の7日の現存且をみると.rm群で379hlr,綾群で58g/tTdであり,16

倍近くになっていた｡また.1m群と後群では6 6型,9 8型と1ロっクは男なる,両型のものとt,コン

プのJJf効&生面を.口径面とLN恵上Aまでの｣二部外周面とすると.その面練は前古T･075m',後者は0.95ml

であり.比は1 1.23である｡一方.1964.1969iF群のプロ ′ク当りの現存且のJt満延は85.120kg,その比

は 1 141T･あっ/=｡したがって.1969年群の生産Jが高いといえる｡
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† 肴生面紙

コンプは,幼旺期で出現政が泉も多くなっ/=時期に,プロ yクの砂地への埋没鉢を除いて.一面に&生し,

その後は,滞抄や収合によって下部から徐々に減少していった｡

着生面fJは2月に1.75rT17(ブロック底面から27cm埋没したとして,lI径面および霜出した外周面の面練

に相応す),その後は 1カ月[=0.1m'前律減少していって.9月に1.00Tn7となり.2月の60%となっていた

(FIg.31)｡

mZ

yニー00986x+17893

F M A M J J A S
1969

F.831 DecrelSe-∩altbClHngarea0rhmEnar.ar-Perablock8tKIL8-KogAnebetweenFe-

bru&r)AndSeptemberoT1969

g 地合海溝

コ/プの出現のl諭と幼艦期には,付着性の珪藻などが1ロ 1クの全面に書生した｡次いで7オサ日の藻や

小型の雑誌加が呪わA.これらはコンプの半夜とともに除々に脱話してコン1の銘群落となった｡他雑誌の

腹掛 よ,コン7付着古の生長に伴 うjBの占有と重体の生長による被恥 こよって生LPた｡したがって他海藻

で生残ったものは,コンプが葱生するrI往Liiや上部外周面[=はみられず,群蕗の周繰T･あった｡

TJ-廿する鰍 土.珪藻の外に,幼艦期には7ナアオサ,エゾヒトエグす.ポウアオノ J.セイヨウハ′''Jリ

カヤモノリ.幼形期では,先住嶺で生残るアナ7オサの他にシオブサのZZiとダルスT･あり 9月まで生残っ

たのLi7ナ7オサとダルスで3)つ/=｡付着の鳩と被けの度合いから,コンプと枚合するのは幼旺期の珪護ぶ

だけとみられた｡
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有珠の一年生マコンブt

a .LIJ.LR

〔逝並+のけ虐〕

垂 ド帆ま1969年9Fけ ら1970年2円まで毎Jl設謎したが,コンプが出LRしたのは9-12ト順 で.1-2日

版は全くみられなかった｡すをわら遊走+が着床し,幼艦体が出現するのは9円から12日であっ/lo

9~12日板のものは.1カflu内の短かい相川り(推定,2-3週間)に遊走 (-が着床 した綾E:は.托韻をど

と砂泥によって世われ 那椀する果伽 勺をLmllは無かったO

〔幼肱作の山LRJmfLZJ〕

垂下椴設過敏 射れ 二側Lu帥'･)幼肱作がみられるまでの)tHFii=ま.10円板で瓜も短かく2カHであった｡ll.

12円厳では3カHであり､913概では4カHであった｡なお根絶で秦長0.5m以下の輩体は,ll,12月仮で2

力月後,9円板では3力目線にみている(Flg 32)｡

幼艦体の出現継続矧臼は .誰良組成の IcrzILJ.卜の群のイT撫Eこよってみると,9日板では1970年 1-3月,

4月は欠測であるが6月の組成からみて, 411も出Biするようである｡10円顔は1969irTlZF7-1970年3月
11月板は1970年(I)2-4札 12Fl掛土12)3-6円抑旬までであった｡

各垂下板の出LjL継続期即日ま3-4カJlで似ていたが,これは避止(着床の峠胤が雅なっていてt,.出現期

間の長さは同 LIであることを示している(FLg.32)｡

〔幼艦体出現故の季節的変化〕

各月垂下板の出現数の季節的変化は.密度の射 ヒと似ているが.-Xなる所は旭が僅かでっ低くなっているO

また10H板を除いて.出LR数の叔高値の直後の肌が比較的布くて.減少傾向に膨らみを持っている｡しかし

IOFl根では急増して､急減している｡ここで注目されるのは.9日横の山LAF,溌式が帖めて低く.逆に10日板

ではた占いことと.11月板より12月板のものが高かった4Fである(FLg 33)0

芥垂下板の捌 瓜出現&は.9月板で Icn'当り82個体.10円板64.2個体,1川 版25.8†岨帆 12H雌43.71個体

であっ[=(Flg 33)｡

淡榔hJR故に対する,JLHDのHの最高値の割合いは,10H糎で71%.11日鮫61%,9LHR51%,L2J｣雌47
%であり,9Fl仮を除いて.設孜する時期が遅いはど丘籾の.Jlr.Jjt政の割合が少なくなっている(F鳩.3LI)C

兼良縦成によって個体群の変速をみると.北黄金の1969年群と同様に,LLi小の Icm炎長山 卜の件E:モー ド

を持って始まり.次訳に,大形と小形群が分化して,さらに幼形糊【二入ると小形群のなみ故が崩け1て,人形

押【二組み入れられ 瓜低生長期に向かって l附 ヒの傾向をとった｡この変速の帽r台目まaH確 卜根によってEl.SI

J抑rt)をずれがみられた(FI者.32)｡

〔刺恥採収綾の助艦作.Lh収〕

各日垂 F廟で,汁.Dt故の舶高値をJTtLf=月の.枠収 り刺離面から幼艦体が再び .LJL.Ljiした,この群は.一定

枠のEr.にありかつIiB:艮税収でレト形群からなるので,容錫に区別できた.幼艦体.LJi税にIyG.TL/=則日日ま,9日

板で3カFJ,1011頗2カメ1.日,12月版で 1カl:)であったOこれは垂~fL板設患後に瓜帆 こ幼艦体がHI.JRする

朋fuHこ比べて.ll.1211機T.2カIl,9l:l板T･lカRFTiく.10月板では同じであった(F】g.35)｡

兼良組成T･みると.911雌では3カ月後に5lcrn以 Lのもあって,2カ月後に現われていたのを妃逃 してい

たpr能性もある｡10日廟では地位のもので4cTn,lL月収では劉艦後40日経過していたが207本中18mのものが1

+この項目では,殆ど賛殖施設の1970年群の垂下板のものを主体にして述べている｡ただ.密度と基材当

りの個体臥 現存且については,ボンウスハナ (別石)の1963年群, トシラル (6 6型プロ ノク)の1964

年群の結果を付け加えたOこの糊合だけ関査地と年度群を明記した｡
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個体含まれ,12月板では 1カf=J粥後に4cmの脚 本がみられた(FLg35)｡総じて11,12F]板の群の生長が良か

った｡

密度では.9円仮のが極めて低く.Lcnf当り1個体以下,10円板IZ個帆 11,12月掛 まそれぞれ3個体で

あった(F唱 36)o

b 減耗

那加L'J税政と糞長5.1C'n以上のFl川 まT･に出現したものの生残り群によって,生残雫をみると.減耗によっ
て目減りした郡に樺太群が添加し.密度の様に蘇許低の後でも鴬に減少する傾向をみせか ､D

各垂下板の生鎖準は.11月収では抑め80%近く減った後は,緩やかに減っていったO9,10R板では細め

に95%以上が忠誠しながらも.一時,補充群によって生残率が上昇し,その後,再び僅かに減っていった0

12月板では初めに100%近くも激減Lをがら,その後は補充群によってかなり上梓した(Flg 34)｡

6月時魚の生残準は,12月彼のが鼻も高く,葉艮5lc'n以上の群で4%,新たに6月までにJRわれた群も

含めると15%であった｡11月版では4.4%.9月板29%,10月席では0.22%であったOこのことは.個体の

生並と個体群の生産丑で申越していf=垂下板で,最も生残 りの争いが厳 しいことを示していた｡

C.補充

後生い群は全て補充群となりうるoLたがって,最初の幼艦体出税の後に呪われf=5cm以下の群は,全て
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補充群である｡

補充群の刺合いは,出現がHt'背しかった10月版で丑も少なく,次いで11.9月仮であり.12Fl板で最も

多かった(F･g･34). 合を補充群は,ほぼ同時に遊走子着床し/=ものが,浪合などによって後生いとなった群

である.

d 密度と基材当りの個作故

各月垂下板とも基本的な変化様式は変わらない｡10F1枚を除いて,幼旺†如 く現われ始めて 1カ月Elに最高

延があり.10月版では初めの月が骨高T･その枚.一挙にik減するが,他の月の板では漣やかに減少した｡こ

の中T･9月坂が.点も規やかな傾向を保った.ll,12円版では同じ康を変化様式であったが,注Ejされるの

は.12日版のjt高位と次の伍とも,11月億の息高息にftっていたことである｡h柊的な6月の密度は,9月

頻で 1cJ当り0124個作,10月収0･15個体,11円板1.14個体,12Fl板で6剛 体であった(Flg.36)｡

各月垂下版の出現の盛期で,梓採取LI.:刺AE面に再び出現Lf=群の密度は.各盛期の後の異蛾出現故を下

E]り,その位の8-82%であったO

ボンウスハナの1963年群の刺石での密度は.楕めて低い変化を示し,6F]で 1cd当り0025個体,平均面紙

で40cm†であった｡割石当りの個体数は.3月以降ほぼ等比耕政的l:減少し,8月の胤土20本弱であった(F■g

37,Pl8te3のCD)｡

トシラルの1964年群の6･6型プロッタでの密風 土,7-8円下旬に1(ガ当り0.14-006個体と減少し/=｡

一九 1 ロ1ク当りの個体故は,前年の等比娘故的な減少に対して.等差抜放的な傾向がみられ.8月に1恥
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本強であった(FI者.27)｡

トシラルの196-I-1966年の 1年目プロ ′クでのコンプの着生の仕JJ-(土田に示した(P1- 5のA-H)o

c 呪/fEtと)左肘当りの現存見

川tu様式が.事Dめの2力11聞L:著しいのは10.11F順 であり,掛 こ後者では3力r相 にifする時期に急増

し.その後の射 ヒは少なかった｡また1011雌でも311以降の柑buは比較的少なかった｡9,10月擬では他の

flのものに比べて,はば等比搬政的にJM llLでいく傾向がみられた0

6Tlの現存皿をみると.91順 ではIc州 り29.49,101慨 6019,11R板2359,1211枚のは纏めて少

か ,0.679であっ/i(Flg･38).

ボンウスハナの1963年群の.BIJ石での税抑 止は,低い変化を'Tl'し.6FIT･lcnI当りICbであった｡別石当り

の現存且は.6Tl下旬に胤IJitニ遠いOkg弱であった(FIE.37)｡

トシラルの1964年群の6･6型プロ7クでの現存丑は.割石のものより農分著しくJYhPL,6-7月にl

cd当り20-10gと減少し/J lロノク当りの現存丑では.5月まT･JtbnLl=後は穏やかに減少した(Ftg30)｡

その値は5月で35kg,7日で20kg強であった｡

f 競合海謙

各日垂下収で共通する海弧 ま.付着珪藻.七イヨウハバノリ,7ナ7オサ,モロイトグサ,シオミドロの

1機であった｡共通でか ､軌 土ウスバ7才ノリ,ポウ7オノリ,シオブサの l機.Ily,lone,naの 1様.クロ

ガシテの lI壬.アマノリの l種,ヒビミドロ,カヤモノ1).ナガイソ.スジメ,ワカメであっ/=o
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-･L1--I-Sept-sett]Ing(U〃dana)
-0- Sept-sett】1ng(LamlJu2rZa)

-●- Oct-settlmg-
一口- Nov-settl】ng-
-■- DecISettlmg -I

Afterdenudauon

J M A

Flg.36･SeasorLalvzlr･aL･onlndens】lyOfthelam-nar･anslr-hecollectors,bch代enDece-

mberof1969andJulleOf1970atUsu.

UppersmaLlf]gure:the】amlnar)andens-tyatthepartoftlleflrStSarnpLl･一g

denudauonlnthecollector

優占種の消長についてみると,珪藻は9-12月板では似ているが,1月板では現存丘の増加の傾向が強

く,2円版はそれに次いでいた〇七イヨウハパノリは9円板で掛 一増加の傾向を示し.その他の板では円を

追って菅生塵が少なくなっていたOウスパアオノリは,9札 10月版に主に者生し,11円板でも僅かE=みら

れた｡アナ7オサ,モロイトグサは各垂下板で共通していたが,9月版で巌も目立ち,他の横では,垂下の

月を追って減少していく傾向があった(F】g 39)｡ワカメは9月板にのみみられ,コンプの密度よりかなり低

かったが,現存且では12月に上lElって,1-4月は似た増加傾向をとって,4月【こ82g/cnl,6月67g/ c m z
であった(Flg36,38)｡大型海抜のチガイソ,スゾメは10日板の2月にのみみられたO

他海藻が最も繁茂し,かつ棟数も多かったのは9月嵐 次いで10月板であったOこれらに比べて12日板は
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捷政も現存且も権めて少なく.11R板-r･･も同相をことが言えた｡

北千金の二年生マコンブ

a 鴇,一度と'7'ロ ノク叫りの個体故

淳;度は1964年2円から1965年9日にか[1て.連続して減少していった｡1年nでは幼棚 に.2年EIT･は

1年目の子のう飯形成期の終り境から再生肌 二か(-1て,流失が多くなり密度は下がっ/=cl年目8月の俵は

1印†当り022個体.2年El8円にはhTo以下になっていた｡

7'ロ/ク (6 6型)山1りの(剛本数も.絶雌とIllた変化様式を示した (Flg27)｡幼旺期には瓜も詳しく

減少し,幼形期に安定し. Fのう91形成期の終りから朽生細にかLlて龍夫する個作が多く.その後は減耗が

少なかった｡1年目8月に400本鐘,2年88円には30本強であった｡
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t) 現存E請と7'ロノク当りの現存iit

現存丑はl年目の71=ほ で増加し.その胤 了l他 州の終り頃まで減少しk,-Ll†て.2年FlでIR盛を流失した

酌から,再び州如し始めた｡ 1年口8Flの紙は37g/h7L 2年目8HにはrL)でleの3iほどになっていた｡
1ロ7ク当りの呪イ7瓜は.1年HT･は6円下Jil)Lこ鍛高低になり8Llk引.その後は,1Fl下Lr]Jまで減少して5

kg,2年Flに入って穏やかに増えて7I=l事JJtl)lこ16kqとなった (Flg30)｡217-Flにかけての収/(lJtの減少は.

二年柴の州茄がf'しい (Flg9)ので,逆に減純の背しさをJllしていた.
考察

ここではコンプ鞭源_Gtの把捉と'g軌IAll大日こついて詣講する｡

漁期のコン7'が門出の面で均空でに'71和していたとすると,Yf掛 よ次式でえられる｡

資源並出-Zf生面f爪×現存里 (絶13EX平均繋体Bl-i出)

や源本数-If生面捕×密度
FLl帽 は,北海道(ullLPの各漁業協同組合とiEi水産裳改良洋及梢斗所が,採収糊直前に漁瑚網悲し,その年の

おおよその漁場もtを推定するの1:似ている｡

最近.北海道のコ/プ研究者によって 解禁直llTlの漁場の群議解析とYl源idの推'定がなされている 伯 居
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ら･1972淵 即 阿弧 1973lSAKAl,1977)｡ここで)jllコされるのは宥分(1が細物生態･?._(二則って行われ

ていることである｡したがって.llTlRに比べて.方法が技能からは締1の拍軌 二までEl;I)らhていて.この意

雅は嘆めて,-:.I;い｡

戦淋推定のJJ-1Lは それが兇なっていてt.鰍 ま近似となる｡Lr=がって絹畦を3.1めるためには.僻分けが
YHk'Etを正価に反映して行わhていなければならない｡

新井の変動歩凶は･偶作群内とそれを耶巻く現場とにある 生fl段肝で辰附 -ると.幼ALJ別で･は.LI･,税のJ/_

と機内放 令.一九 LLh現に作FTlする現収t,倖めて茄-#LT･ある｡幼形JUIでは収令.滅相 木棚れがあるが,い

ずれもlLrLは低い｡しかし,水乱 Ilfi度,米菓Ljiは彬WJ捌 it,良く,かつコ/プの生硬uもこの桝には大きい

ので.強しゝ作m因子となる｡成体期では.生皮と未掛 1.脚 色があり.これらに水温.照度.紫兼塩などが
作J71する｡

幼旺糊で焚淋変動に関わってくるものとして,次の5つが捉括できよう｡

日 付 浅群からの)避止 h放出の糊肌 i一定し.権めて高い吸取が.:iぼ1ヵ月後[:存花し.その綾.
徐々に減少しながら2ヵ月はど続く.と推論される

2)酋通は.遊走+放.LjJ.盛Juのものが,幼肱f本出現の盛期の鰍 二総びつくと,みられる｡

3日Wl-通は.避止十放LLi盛州は,配偶体の生長と成軌 幼艦体の発生T･最適環LRとみちh.その(1717臭は栄
養塩を除いて不適環境とみちYtる.

4)幼艦体出現盈期のコンプが 卑 生主群となる｡後生い群は.有珠T･は全て補充群となり.北FL塩 では

その中で･早いのは補充群,遅いのは二年生群となる｡

5)1ロ yク.垂下横の祈韮物面でt,.逝正子着床は 1ヵ月以内である｡この中でも,幼肢体出現[:故カ

月の差を生じる｡

これらの総括を.以下に述べる家老の未発表の知見によって明らかにし.これらを綜合して資源変動につ

いて笛譲する｡

1:遊走+は1-2日運動能を持ち.20-40rrt遊泳するが.低 照 度.低温では遊泳時Fulが長い｡旺胞子で

は 1週間はど浮遊する｡着床は.海水揺動が少なく.底号はど良い｡高温.高鮮度では着床しづろくなる｡

したがって避止+は.海溝.耕淀.BL油によって広く拡放し.#床はナ羊の時に多く.i美みより深みで多

いと推詣される｡また秋期よりも771冬に近づくにつhて.拡散範Eiflは広がるとみられる｡

2)温風 .FlIt度.大場直射光の紫外線の知見によって.819F]lこ避止子がいかに放出されようとも,/i

床後の配偶体の生存が難条件にあるとみられる.たとえ生存可能を温度 EFR度において生残ったにしても.

髭偶体では糾!(1度より高温によって放熱が榛めて遅hるとみられ 幼艦体では荊温より高l)a度によって生皮

が連れるとみられる (Tab 5)｡ま/=高温時で,低崇(1度の条件下に避止F･h床した甥合T･t,,成熟に遅h

を生するであろう｡

適温糊を過ぎると,避止 FZf床後の生/tには関越は.* い｡しかし,より低乳 より低和度になること[=よって
配偶体の成熟が遵Jl.幼艦体の生長も様めて連れよう｡

3)遊走子It味には .Lf-L､流速は牌r&となるが.一旦.b床すると髭偶作の収熱から幼肢体の発'･I三まで適

条件となり,也挽などとの娩合も極めて少なくなる｡

したがって海水沌動の強い粥査地 (負)はピコン1の襟度が高く.血寸1ロ ンクでは口径面.外周面が揺

する校でかつ海水流動の農も詐しい方向で.塩度が点も古く生長が良い (阪井 Iq,津.1966b.川rJ･佐々木.

+実験は1972-ユ975年に室内. 一部案外で,鹿部産のマコンプをmいておこなった｡照明は蛍光XL 太FJB
光などで.ガラス谷野などによるESI(TATEWAKJ.1966)招壬,大型水軌 こよる天然海水の淡水 ･止水増発

によった｡日長の明好日ま断りのか -限り12hである｡ji温.並照度としたのは10℃ ･50001uxであり,配†即事

の生良と成敗 幼脚本の発生に舟も良かった｡3)の推速の英紫は.適照度,10-7℃白黙降温.流速16.

8m/secによる流水増発.4)の統合海藻では,9-12日に晦日退避+L.rHしたのを 道順IE.臼状降温.

確漣5m/secで涜水増発した｡
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1973)ことと.確速の差による'&-度や生長の追いは結びつこう (PIzLte5のC.H)｡

4)避止+H床の咋何日こよって.定偶作の生長と成牡,幼脚 本の発生および両方の生残*[こ大きな方を生

する｡-U_.Er;複がI･TDL/.:進物.それを刷毛T･除いたJi物 (撚糸).二避止(.付tiLでも.幼肱作の発生は
みられぬか撞く綿<･ある｡これらは.校合海7篠によって生じたとみらhる｡

浪合謀では.9(10)r7に益桝 二密着する帖只朋を形成する.JLy'▲one7naSPP .球状の緑謀などとWT質を

含んJだR̀vuLo'tasp.があり.桶の上部のtTZf件の肋'i群がある.tl.12円では殆人ど柑集群である.

9Flでは.放10細l胞 (放艮 04'rm)の射本ですら.柵門掛 こJl_Llって帖タヒし,′ヒ捕ったのは 1%至誠とみちh

たOなお粘所柄の瀧と班余して生残れる大きさは.榊のJr/さと射本の生妓Ll】､によって.0.5- 1mれuLとみ

られる｡

3).4)によ ノて.1庄年良好な天然のコン1鰍 ま.時化や漁椎などによって避止 f-胡床カ‖二人*.哨 藻が

無く､海水涜動が極めて購い所.例えば海面近くに実.Lhする暗礁の上乱 海lj!が平軌 こ接するは.平織の溝

の｣二弧 一方.海水淡動に伴う漂砂によって.他議が効米的に除かhる砂地のt:r石.玉石などと抄稚r)の岩

盤地帯があると推論する

では北黄金の1ロ1ク.tI一株の垂 ド帆 土どうかというと.良好 Ĵコン1軌 二は咋赦しえか -｡それは両k
とも 時化によって符生面が更析されて.連税的を 避止 fZf味があり,淋fArr'･)を幼旺作の出現があったと与

えられぬし.あったとしでt,悔めて低い坑とu..I.われることによる｡

有珠の垂下掛 こ現われ/.:幼旺作の出現の注r7される現象を合議する｡

各月の垂下板とも.設政経,1ヵ月以内[=避止f･It探し/.=ものしか幼艦体出現に結びつかなかったのは.

海水流動が弱くb生面のrkT折がなくかつE-t.謙肝などによって面が妓J#されてい/=ためと推蓋する｡

9月糎では,fJ)めの幼Jllll本.Lil.LRが巌t.遅く.顔況して4ヵ剛史であり.かつ淋fLtLLi現数も粒も少なかっ(.:.

そのIiR'抜目ま,遊走+放.LIJ,のI.,.SJulの抑二言史r正された 1-_に.配偶体のq=.ffが.･"･;温..･,.I;Elq便.大隠紫外線によって

肌摂さh.生捕ったものでt,状熟が選れ さらにEk溝や枯累増の執 二よって.一帆 遅れが才しく在ったた

めと推論する｡助は作でt,同L一要用l二よって.生存が帝かされ.生長が遅れて10n機よりLLJ.現が遅かっ[=と

みられるc

lOn板では.tJ)めの幼艦作出現が息t,lf'･く.l'l推して2ヵ月後であり,かつ米綿出現政も巌も多かった｡
こhl土,逝正子放.V.の鑑期に設遜さrLた上に.庶L即本の年長.成軌および幼址作の発生で適領収 (水温.1叫

度など)にあり.ri.･いIFl:J:榊と幼艦体発生によって蛙倭などとの連合が少なかっ[=ためと推芸する｡

9.10月接では.幼艦体.出現の盛期に刺Jt採収後にfqび幼艦体が現われたのは.3.2カ月後T･あり.ll.

12jl俊の1ヵH綾に比べて遅かった｡これは.9月概T･は高温など[=よるLt仇作成恥の阻賓が考えられ 10

Fl板では繁茂した先生い群の披軌 こよる機内Jl合が大きく作用しているとみられる 11.12Fl鞭では9.10

H横のようなは'Gがなく.先生い群や仕様が取除かれて, 一挙に出現したとみられる｡なお採取綾でも幼艦

体が再出現しr=のは.鋭iEJなナイフで剣JBしても,コ/クリ-トrh-の句中をLuみに.虻偶作や安和直後の幼

艦体が残っていたためであろう｡

12月版でlHIJ枚より米紙.lJ.税政が多く17倍であったが,有珠で遊走(一故山の鑑糊が2Ldあったとは考え
られぬし.10℃をUJると殆どが1雌 1卵となるので,細目ia分裂で卯が1円えf=とも携えられぬ｡これは母藻

の成熟様式が遅れている (TAb 4.生長と成熊でPB!jl).外来 (伊達か虻Ejl)の避止f･に由来するものと

考えちhるb有珠と北朝L･金では.初めの幼艦体のLLJ.税が.1-1ヵ月半の光がみられ かつ年理によって炎

なるが,これは母抜群の成熟が両地で差があるためとみちhる｡避止T一放.LfJ.の盛期の連れが1ヵ月以内であ

ると,外来遊走+は1川 枚に添加され, 1カ月以上あると12月掛 こ添加される｡1970年では.北米金のlDめ

の幼旺体の出現は,(2月ド旬-)3月切旬であり.出製にIJf珠と2カ月はどの差がみられた｡また北共金の3

円出現の幼肢体は.有珠の12月横の初めの幼且五体出現とも結びつく｡なお12月の海水の京菜費化(西浜ら.1976

秦田ら.1977b.西浜.1977)も逝去f･の着床 発IJ軋 およびだ偶作の安川挙を高めたとLiI.われる｡

幼艦体の某紙出現故に対する.出9_盛期の,LIJ.税政の割合は.9I-順 を除いて.10-12月板の椴に減ってき



ロ八人.巧沿iTLtfPiBrf】におけるマコン7'の生態t'よぴコンクリ-ト7'ロ′ク.測LP;によるコンプ闇 j正成 那t報 69

ている (FLg 34) これは10112日のWIt二速 水温から低水弧に推移 して,受柑t,矧胤脚から長州rHlにわたって

おこなわれたためと推芸する｡また9n雌で鑑糊のものの1.か]合が少なかったのは,配偶体の成外相't.kによろ

う｡

各月の垂1轍とも,設芯してから1カ月以内に退ノ皇(･が行拝しながら,171めと終りの幼艦体出郷こ.3-
4カ月の差が生L'たが.これはけH推韻と先乍いコン1の被頂によるt,のと碓溢する.

伊達沿岸全域の1963-1970年のコンプ (拝に一年生コンプ)の軌X=こついて,水温とrlti紬帥月の実科を加

えて論決する (FI虐.19,水温.有珠抑 l,北海道止り.央水魔拭験瑚jl珠分城,1969,未発表,El軌 室弧

n本気象協会北海iK+J乱 1963-1971).イ珊 年は196t.1966.1970年で,一年生の艮切りコンプは40-81㌧.

平均64㌧,他の年では122-176㌧.平均147㌧であった｡

特に一年生コン1に沫当するが.不漁にĴる条件として二つのことが考えられ/=｡一つは成熟様式が例年

より早くをっ/=年の翌年と,他方はこtlが例年より遅れた年の翌年とは不漁になっている｡前翁では9-10

月の水温降下は例年よりも早く始まり,かつ9-11月の繊算E]榊 .帥qt.例年より多かった｡縁石では不Jtiな

水温降下をしめし.日照時朋も比較的多かった｡

-A.成軌体が例年よりìLく現われた年には盟漁になっている｡

不漁年の前J'1-についてみると,1963年 (8)9110月の水温は.その降下が例年に比べて舟も早く始まり.

かつ9-11月の紙井Ij軌 土516時間であり収も多かった｡したがって母謙群は,例年より早く避止子放出を始

めたとみられ.p-過ぎたために高EI6度,太帖紫外撮.珪藻%どによるFl啓を強く貴りたとみられる｡この様

に逝,il一放出の盛期が.例年よりも不達条件(:3)り.幼艦体lV.現の盛期へ強く結びつかず.かつ幼艦体出現

も連れて不漁年につながったと推論する｡1969年の水温推移でも同L'降下様式を示し.かつ9-11月の細井

El.FIEtは1963咋に次いだ｡なれ 1964年を除いた,他のq=-のEIg削よ,稲岡442-472時n.1,平均457時IIJlであった.

母搬群の成熱でも,19691Iが収も早く子のうぬ形成朋に入っており.次いで1963年であった｡北米金の8

円の成体の割合は,1963咋5%,1961年0.8%,1965年26%,1966年18%,1967年10%.1968年2.0%.

1969年350%.1970年1.5%であった｡朝雄作の出現でt'.1964,1970年では例年よりも遅れ Im斤で2月下
旬.後Bで3H上旬とみられた｡

1965年9-10月の水温降下の様式は,9H中旬までは息も高水温を維持し,その後は,急下降と停滞7)樵

相を2回繰返して.後は峨ヱ即二下降していった｡9-1111の横算日軌 ま.豊漁年.･の上限に近い471時間であ

り,比較的多かっ/i.この恥 ま,例年に比べて不鵬な水温のため,成熟も不肺となりかつ遅れて,遊走子故

山も不脈で遅れ.さらに｢l軌 こよる阿'#もhllbって,これらが幼艦体.LIJ.現に鮎甘して不漁になったと推菖す

る｡なお北東金の1965年の成払状況は.8日 [=26%の成†如 tみられたl二も関わらず.9月には例年に比べて

纏めて少か ､6.3%であり.秋州の成熊紬式が遅れたことをうかがhせる (T&b.4)｡

今まで述べてきた幼艦体の偶作群の出現変動を捉括すると.幼旺作出現鼓の多事 (これに伴うj為への広

がり)と出税制の遅速にある｡

茨頼変動に関わる幼形糊の要因としては,鳩をめぐっての棟内娩合がある｡しかし,これについては減耗

平が低いので.特にキ虐する必穿がなかろう｡種FTE.1枚合でも,コンプの付居能が頗く,兼休の生長は旺盛で

あるので.無税することができよう.この什刺tFlの要図としては.水温と日貝召崖が主要をものとみられるが.

これらについては生皮と成敗の項目で名無した｡

成作糊で資汝変動に関わってくる要凶としては,一年生では人為的漁権,付着等の生長軌 tfこよる根枝の

棲みからくる凍失.末枯れによる兼部の脱講が考えられる｡二年生では,これ引こ加えて,再生を左右する

偶作の生理条件.偶作群の再生雫を左右する環境条件が考えられる｡また2年目の連生長期,生長停止糊T･

は. lip-E]の幼形鵜と同じようをことが;iえ.かつ2年目の+のう9t形成期では1年臼のものと同じような

ことが言えよう｡

収体Jtllで次のt姓代に関わってくる要凶としては.避止 Fとそれが肯探する糊がある｡避止T-では,その多

古と放出の遅速がある｡榔 こついては,既に犬秋の良好なコン1碓T･のべた｡
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マコンブの生態と個体群の血的変動に関わる要医を明らかにし.1ロ/ク,別石によるコンプ樵の有効全

道成方法を見出すために.1962-1970年まで伊i!rr)一北武金,舟臥 良札 有珠 (洪査地点 ボンウスハナ.

トシラル,沖合のコンプ賛他施設)の評J封也において'A'験税額をおこなった｡

II壬地とPI壬地点

l 北黄金,良机 土砂浜 (≦2-5m)である｡州岩=土JP近くから砂地に1;.石,嫌となっている｡ボンウ

スハナは砂地にlAj盤.虹右であり, トシラルは岩礁.厄石の小島である｡*稚施設は野矢の洞の西J7-.姫川
1.300n,水涙10mの所であった｡

2. 海藻の群落はボンウスハナ, トシラル,AJ-岡の頼序にl柊J純になった｡マコンブ,スジメ,ツノマタの

故棟,7カバギンナンソウ,アナ7すすは各地で共通し,群落の偉占領であった｡

胞子体の生f投書

I. 今までのコン1の胞子作の生育段階の,幼作糊を幼JfI臥 (第一次伸長)生長期を幼形M.成熟期以降

tこ成体糊の用指を新しく適用した｡

2.幼旺期は単層耗砲糊と阻耗分化朋に分けた｡幼形期は速生長期と遵生長肌 二分け.一年生コン1T･は

縁石を最低生長期とし/=｡一年生では子のう城形成期をへて寿命を全うする｡二年生では 1年日の子のう鬼

形成期をへて再生期にいたり.Jt低生長期をへて2年口の+のう城形成期に入り,凍央する｡

3 北米金では幼艦作の出現が早くて.生長の速い群が一年生コン1となった｡一方,WL群より出現が逢

い群が二年生コノブとなっ/=｡

4 11-珠では北瀬金より山LRがITiくて.全てが一昨生コンプとなっ/=｡

生長と成熟

1 .LtT.現の早いコンプはどJt鐘が速く,生長が速いものはど成熟が iIかった.

2 北井金の出現の連れf.=コン1は遅 く成外し,再生し.一年生のものより早 く成糾し,かつ基入りが良

かっ/=0

3 コン1の生皮と成熟は.年齢 (出現の頚).棟内捷合 (密度).湘査地 (点).年取 基材によって炎な

った｡生長と成軌 こおよばす環境要因としては,水汚.海水凍れ 水温,JI合海乱 照庫 (練算.q揮).栄暮
且がキえらttろ.

4. 北真金のコン1liホソバ型,有珠の岩礁燭はのものはマルパ型の形態をとりをがら生長した｡これは

(3)T･のべた雪国と関わり.かつ横内分化した生態形軒も関わっていると推菖する｡

5. 助腫期のコン1の生長は,水温.照度 (El長).凍速.付着珪藻と粘FFIのRIZJuLa'LaSp,lJyT10nemO

sp などが作mするとみられたO幼形期と成体糊の生長,および成作AFIの成掛 こ関与する主J･Jものは水温,

柑度とみられr=｡

6 幼肱糊に他海溝と奴合して生残れる大きさを,薬体長05- lnr.以J=と稚淀した｡

出現,耗托,補充,苦れ 現存t.*生面f*および牧舎海藻

L 幼艦体.'h税に結びつく避止子放出の期間は,9Flから12円までであった｡

2 幼艦体山1Rの盛Jnは12-1(2)月であり.その後.減少しながら故ヵFl授いた｡

3 出現の盛期のコン1が ･年生のT:群となった｡

4 出現の盛期に結びつく遊走 t甘味の時期は.配偶体の生長と成軌 幼艦体の発生においてJBiI環塊

とみられた｡

5 避止子首床は基材段ZZ後. 1ヵ月以内であった｡

6.同一基仙 こおける逝走子着床時期の性かの差でも.幼艦体の出現に放カ月の差を生じた｡

7 コン1繁務の変動費Blで,最も主要をものは幼旺好日こあり,それは偶作群の出現の多事と逢速であっ
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文 献

DRE≠･.G.ll (1930) Thereproduc‖oHarldearlydevelompento†Lom川a,lad'g油 Iaa-1di s0-

cchaMa A,I.IBol,24.177-190 cLtedbyFRITSCrl.F.E (1945)

FALLlS,A.L.(L916).C'owlh]'tsomeLaml■1arlaCeae.PubL PhgeLSo-aB10LSLaL･日371155

FELDMANN,J (1951) EcoLogyolmarlnealge.SMTLl･M (edll〇･) 〟onntLOLolphycoLogy･

313-334.

FRLTSCH,ド.E.(L945) ThesLruClureAndreprodu帥OnOHhe8Egac II CambrzdgeU… ･

Press.192-260
格別一郎 (1974):織の本文と進化 〔井上 浩iii.縫物系統進化学,東宮〕258-293.

AE野 隆 石川政経 (1970):コンクリート1ロ′ク軌 こおけるマコンブの生憩 北水洗月報 27(3)6-22

船野 隆 .阿部英治 (1973):忍飽満におけるホソメコンプ漁場の群落W r 同上 30(12) 1-16

rG野 隆 (1978)'｣ヒ轟iE沿尉 二産するコン7の交配美倉 同上 35(6) 23-42

HASEGAWA,Y (1962) AnecologlCAtSttJdyofLaTrunEmaanCt'SLoLQKJELLMANOnthecoastoF

H･dakaProv.,Hokk&'do.Bt･LL lIoHatdoRes.FISA Res.Lab,(24)116-138

長掛 目由雄 ･阪井与志雄 ･船野 性 (1963):ホソメコンプの生態 北水式月旬 20(9) 11119

北海道 (1958-1960) 略抑32-34年度淡海畑地叫真如楽調査報告書

(1962) 洩海相稚補助叫兵総括報EtB;守

(1966-1970).H占摘】37-44年度漁湖改良退成邸兼効果調査催告杏

(1971)●l伽劫改良造成中英 大型仙億設盆TFf実効梁瀬査結果要約

(19朗-1979):昭利37152年北海退漁農現妙

北海in立中央水産洗顔均有珠分場 (1969)昭和38-43年度有珠地先の海況 1-32

JAMESON･D.L edl10r(1977)GenelICS OIspec)8110n lnBe■1ChmarkpaperslngeneltC.Pen17-

8ylvana.Dovd川.fIILL亡i川SOn& Ross.Inc.1-336

KA川･J M (1976).Theb10logyorLa内川d'La ŷpe'bo'ea.IX.GrowthpallernOfrro'lds.J･
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plateI Growthor1-ye&｢oldiJap0- - uAChlngOnthcblocksAIKtl且-Kog8nebetween

FebruLryandNovernberof1969

A,February.a,March;C,Aprll;D.May;E-June;F-July;C･August;H･Scp-

lernber,I,November TherulerorD-H】s thesane8Slh8LOH
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Plate2 Second-year-oldi.Japon▲cOatKlLA-Kog■ne.1-yeArl01dplalltS&LUsu.1-ye&｢

oldphntswILhundevelopedh叩ter&.AndLnJurCdpunts.

A-CAndH.Second-yeAJ1-OIdpl&nts:A.February1965;B.MAy.C.August;H,

lnJUredones)nMAY.D-E PlantsAtUsu D.round一ype■nbladebase,E,wedge

typc.F.p♭ntswILhurldcvelopedhaPtCra Lhreclnleh,8bnorTlulho】dfAslHhree

m rLgLIL,rlOrma】hoLdrASIwllhwelldevelopedhApLerA C F】rst-year-old)nJured

plants:b一adebasemJUred
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rt弓講 で笠､

PIate3-A&B ProductlOnOhhecTrLbryonAlplantsOfL ノ叩OnlCOOnthed■frerentparts

ortwo9×8blocks,zLtKlta-KoJPne)n1964且od1969

Plate3-CAD COLStonesandlaITH18rLanSJLLPonusu-han&ll11963

A.PlanLSOntheouterslde(recllnLrlgPosture)0h erectblocklnearlyMarch

oH 964.aEmbryon&Ipl&nlS(<1cm)aLLherrurg■n8】por110nOHargeones(>

lrn)lnhteAprllof1969.C.AcutstoneandsnⅦHembryonAllam■nArlanSlnhlC

J8nuAry.D YoungJeVemleI…lln&rL&nSandembryon&tonesLnM&rcll.
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Plate4 LamlnarlanSandlhelratuLChLngParts0Fsonc1-year-Oldblocks,aLKIL8-Kog81氾

)nJu一ya'1dAugustof196LI

A.1≠eerect6×6bJockcoveredwlthlamlJIArL&nS. a TllereCILnlng9×8ら)ock

&ftercuulngblades.C.rnlerCCtlrllllg6×6block､vILhlowerdensLLyorhTrururL&nS.

D llleerect6×6b一ockwltlltowerdensILyOHamlnarLanS. E Theerect6×6

btockw'thhigherdensltyOf18mlnar'anS F】gs aandC,LnJu))I,lhcothers,‖

August Thedarkpartohllehlockbol10m.lVLtl10u(OJg且n)SrnSl∫lF18S.D8日d

E,lSlnSaI一d
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Plate5 LamLnarlAnSandLhelratLzLChlngpartsOfsome1-year-old6×6b一ocks.atToshト

raruLnJuLyof1964-1966.

A llleerectblockcoveredwILhhnln8rlanS,1966 B.'nleerectb)ockcoveJ-ed

wILhlAJTIIn8rlAnSAtthetwop&rLSOfLLSmouth,1964 C.llletamln&rlangrOWlng

paJ.IOhhesameblocklnFtg.B D.TheerectblockwILhlowdensltyOflanln8-

r18nS.1965. E Therecll'llngblockwlthcomp8raLlVe)yh唱hdel一SLty OHamln&-

rLanS,1965. F Thereclmlngb一ock,Jnerectposture.shown1gLhedLSPerSLOnOr

lamLnanArL&lLaChlngparts.L964.C.LhmlnaJILanS8日heouteredgeof&block

moutll.1964 H.LhminArl&nS8日helnneredgeorblocknouLh,theopposlte

skleshownlnF■g C.



JI堆同体のエゾバフンウニ

F]～J触一郎 古LE]恭司

礼文島と稚内市宗谷で杜推同作の工./バフンウニ

を1個体ずつ探躯することができ.これらについて

組織孝的扱寮を行った｡これらは2個体とも1個の

生殖兼に雌性部分と雄性部分とが堀在するが.前者

が大半を占め後者をとりかこんT･いた.,礼文畠で採

集された個体の生紙業はJI性部分.稚性部分とも成

熟後期であったが,宗谷で採集された偶作の捷性部

分は回復糊,劇E性部分は成熟前糊であった｡これら
は礼文島で 1,069個体のうち1個f6,宗谷で 283個

体のうち1個体見出された｡

A97 北水拭鞍 22 I-5 1980

リシリコンプの成熟と胞子体発芽牡の月年姿tb及び

日周姿tb

折原燕昭 ･名畑進- ･松谷英 ･武井文仕

りシrJコ/1の生産且は年変h ･地域変動が大き

いので,その生産変動を解明する一環として,生産

J:群の由来を知るために利尻島御崎で手のうRlの形

帆 採集Bを用いて発芽政の周年変動および日周変

動をZFl査した｡その結果,洩所に生育する胞子†封土

ほとんど1年中,子のう斑を有すること.遊走+等

の祈生.発芽に秋から抑冬と辞との2群があること

El周期性についてみると遊走子は夜間に放出される

傾向がある.等が明らかになっ(.:｡

A98 北水拭報 22 7-16 1980

qt火51沿Jt伊達市におけるマコンブの生せ,および

コンクリートブEjツク,TI石によるコンプ暮造成

第1報 マコンブの生せ

l｢If 柱

マコンプの生態と個体群の泉的変動に関わる要因

を明らかにし,コンクリートプロノク.割石による

コン1隻の有効な造成方法を見出すために.1962-

1970年まT･伊達市北黄金.舟岡.長和,有珠 (ボン

ウスハナ. トシラル.沖合の着脱 投)において英

駿研究をおこなった｡第1報では胞子体の生育段階

に,用ほを改ためて適用し.これらに応じて出現期

羽立地.年度,基材の弟をる個体群の生長と成乳

出現,減耗,補充.密度,JR存R,街生面執 政合

潅護について明らかにした｡さらに賛源且の変動要

因を,生育段階に応L'て個体群内とそれを取巻く凍

嫌に分けて考察した｡

A99 北水拭搬 22 17-77 1980



北 海 道 立 水 産 拭 鼓 坊

北 海 道 立 中 央 水 産 釈 放 場
(HokkaldoCentralFISherleSExperlmentalStaLIOn)

北海道立中央水産試鼓場有珠分場
(UsuBranch,HokkaldoCentralFisherleS

ExperlrrLentalStatlOn)

北 海 道 立 函 館 水 産 筑 換 場
(HokkaldoHakodateFISherleSExperJmentaLStatl0m)

(]hEu禦 -n5碧 雲書 紀 鮒嘉 男 霊 嘗she,.es
ExperimentalStatLOn)

北 海 道 立 釧 路 水 産 試 験 場
(HokkaldoKushlroFISherlesExperlmentatStatLOn)

北 汲ila'立 網 走 水 産 試 験 場
(HokhldoAbashlrlFISherleSExperlmentalStat10n)

北海道立網走水推試鼓場紋別分場
(MonbetsuBTanCll,Hokka】doAbastllrl

FIShcrleSET.Per)mCnLalStat10n)

北海道立網走水産試験場サロマ分切
(SaromaBranch,HokkaldoAbashlrl

FISherLeSExperlrnentaIStation)

北 海 道 立 稚 内 水 産 試 験 場

046
余市郡余市町
(YoIChL,Hokkaldo,Japan)

059-0I
伊達市有珠町(Usu.Date,Hokkaldo,J.lPan)
042
函館市瀞ノ川 1-2
(Yunohw8, HAkodate,

Hokhido,JApan)

051
室脱市林見町 1-10
(FunamlCho,MuTOran,

Hokk81do,J叩an)

085
釧路市浜町 2-6
(Hamacho,Kushiro.Hokh ido,Japan)
09913I
網走市射柚 31
(Masuura.AbaShlrl,Hokkaldo.Jar)an)

094
紋別市松町5
(Mln8tOmaChl,Monhetsu,

Hokkaldo,Japan)

093-02
常呂郡常呂町巣棚
(Sakaeura,Tokoro,Hokkaldo,)apan)

097
推内市宝来 4-5-4

(Hokka.doWakhnALFISheriesExperlmentalStat10n) (Horai,Wakkanal.Hokh■Jo,Japan)

041-14
北海道 立栽培独英捉 合 セ ン タ- 茅部瓢鹿部村
(Hokka)doInsLLtuLeOrM8日CulLurC) (Sh,kabe,Hokka】do,Japan)
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